
朝
、
診
療
室

へ
向
か
う
道
す

が
ら
、
も
う
10

年
近
く
、
ほ
ぼ

毎
日
す
れ
違
う

家
族
が
い
ま
す

▼
最
初
は
、
仲
良
く
手
を
つ
な

ぎ
出
勤
さ
れ
て
い
た
新
婚
ら
し

き
ご
夫
婦
。
や
が
て
女
性
の
お

腹
が
ふ
っ
く
ら
し
、
そ
の
後
は

バ
ギ
ー
に
乗
っ
た
赤
ち
ゃ
ん
を

加
え
た
三
人
の
姿
。
さ
ら
に
、

お
母
さ
ん
が
再
び
妊
娠
さ

れ
、
お
父
さ
ん
が
泣
く
子
を
抱

え
て
保
育
園
へ
急
ぐ
日
も
あ
り

ま
し
た
▼
二
人
目
が
生
ま
れ
る

と
、
一
人
は
バ
ギ
ー
に
、
も
う

一
人
は
そ
の
周
り
を
元
気
に
走

り
回
っ
て
い
ま
し
た
。
最
近
で

は
上
の
お
子
さ
ん
は
小
学
生
に

な
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
バ
ギ
ー

は
姿
を
消
し
、
ご
両
親
が
日
替

わ
り
で
園
児
姿
の
子
と
二
人
で

歩
い
て
い
ま
す
。
言
葉
を
交
わ

し
た
こ
と
は
な
く
と
も
、
そ
の

成
長
を
見
守
る
の
が
私
の
朝
の

小
さ
な
楽
し
み
で
す
。
歯
科
医

の
目
線
で
は
「
こ
の
子
の
乳
歯

も
生
え
そ
ろ
っ
た
頃
か
な
」
な

ど
と
つ
い
想
像
し
て
し
ま
い
ま

す
▼
自
分
の
成
長
？
（
最
近
は

劣
化
す
る
一
方
で
す
が
…
）
は

さ
て
お
き
、
人
様
の
成
長
は
早

い
も
の
。
私
は
、
仕
事
に
向
か

う
の
が
憂
鬱
な
月
曜
日
で
あ
っ

て
も
、
ふ
と
、
心
を
和
ま
せ
て

く
れ
る
こ
の
ご
家
族
の
存
在
に

感
謝
し
て
い
ま
す
。       （
Ｓ
）

26
年
度

東
京
都
予
算
要
望

子
ど
も
医
療
費
・
個
別
指
導
な
ど
16
項
目
で
意
見
交
換

協
会
は
９
月
３
日
、
東
京
都

庁
第
一
本
庁
舎
で
、
東
京
都
保

健
医
療
局
お
よ
び
福
祉
局
に
対

し
、
２
０
２
６
年
度
東
京
都
予

算
な
ど
に
関
す
る
要
請
を
行

い
、
意
見
交
換
を
行
っ
た
。
協

会
か
ら
は
、
早
坂
美
都
会
長
、

News　View

２０２４年度
５年ぶり「高点数」個別指導を実施

「保険でよい歯を」東京連絡会
石川都技会長と懇談

２

年
末
に
決
ま
る
改
定
率
が　

こ
の
先
２
年
を
決
め
る

物
価
と
人
件
費
の
高
騰
で
、

多
く
の
医
療
機
関
の
経
営
は
厳

し
い
。
ま
た
、
医
業
収
益
の
ほ

と
ん
ど
は
保
険
診
療
で
占
め
ら

れ
て
お
り
、
診
療
報
酬
を
引
き

上
げ
な
け
れ
ば
雇
用
の
確
保
や

適
切
な
医
療
提
供
に
必
要
な
設

備
投
資
も
進
ま
な
い
。

診
療
報
酬
引
き
上
げ
の
キ
ー
ポ

イ
ン
ト
は
、
年
末
に
決
ま
る
次

期
診
療
報
酬
改
定
の
改
定
率
で

あ
る
。
８
月
27
日
の
中
央
社
会

保
険
医
療
協
議
会
に
出
さ
れ
た

資
料
で
は
、
法
人
の
歯
科
診
療

所
の
42
・
３
％
で
医
業
収
益
が

赤
字
で
あ
り
、
歯
科
診
療
所
は

個
人
立
が
多
い
こ
と
を
踏
ま
え

る
と
、
赤
字
の
歯
科
医
療
機
関

の
割
合
は
相
当
数
存
在
す
る
こ

WEB署名

９
月
25
日
に
「
い
の
ち
ま
も

る
９
・
25
総
行
動
」
が
開
催
さ

れ
、
医
療
従
事
者
ら
２
千
200
名

が
日
比
谷
野
外
音
楽
堂
に
集
っ

た
。
開
会
の
挨
拶
に
立
っ
た
日

本
医
療
労
働
組
合
連
合
会
の
佐

々
木
悦
子
委
員
長
は
、「
物
価

高
を
背
景
に
、
医
療
機
関
の
倒

産
が
過
去
最
高
と
な
っ
て
い

る
。
ま
た
、
物
価
高
に
賃
金
が

追
い
つ
い
て
お
ら
ず
、
医
療
機

関
な
ど
で
の
人
員
不
足
が
慢
性

化
し
て
い
る
」
と
訴
え
、
集
会

を
契
機
に
、
診
療
報
酬
の
大
幅

引
き
上
げ
な
ど
、
各
課
題
解
決

へ
の
取
り
組
み
の
必
要
性
を
訴

え
た
。

日
本
歯
科
医
師
会
、
日
本
医

高
山
史
年
理
事
、
矢
野
正
明
理

事
が
出
席
し
た
。

要
請
内
容
は
、
歯
科
医
療
機

関
の
Ｄ
Ｘ
化
に
対
し
て
の
支

援
、
物
価
・
人
件
費
高
騰
に
対

す
る
財
政
支
援
措
置
、
歯
科
衛

生
士
の
復
職
支
援
、
医
院
承
継

へ
の
支
援
、
妊
婦
や
子
ど
も
へ

の
医
療
費
助
成
制
度
の
拡

充
、「
い
い
歯
東
京
」
の
委
託

先
を
全
て
の
歯
科
医
療
機
関
に

拡
充
す
る
こ
と
、
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
対
策
、
個
別
指
導
対
策
な
ど

16
項
目
。

ま
た
、
生
活
保
護
法
に
お
け

る
個
別
指
導
に
つ
い
て
、
保
存

義
務
が
な
い
医
療
要
否
意
見
書

な
ど
の
持
参
は
、
あ
く
ま
で
も

「
お
願
い
」
で
あ
っ
て
、
罰
則

を
伴
う
よ
う
な
義
務
で
は
な
い

こ
と
が
東
京
都
か
ら
示
さ
れ
た

（
詳
細
＝
３
面
）。

と
が
考
え
ら
れ
る
。
今
こ
そ
大

幅
な
引
き
上
げ
が
必
要
で
あ
る
。

署
名
の
一
次
締
切
は
10
月
30
日

診
療
報
酬
を
大
幅
に
引
き
上

げ
る
た
め
に
は
、
歯
科
医
院
の

苦
し
い
現
状
を
多
く
の
国
会
議

員
に
理
解
し
て
も
ら
う
必
要
が

あ
る
。
協
会
は
、
緊
急
署
名
に

取
り
組
ん
で
お
り
、
こ
れ
を
携

え
て
今
秋
の
臨
時
国
会
で
国
会

議
員
に
対
し
て
、
歯
科
医
院
の

窮
状
を
伝
え
、
診
療
報
酬
の
引

き
上
げ
を
求
め
て
い
く
。

署
名
は
Ｑ
Ｒ
（
上
）
ま
た
は

協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
リ
ン
ク

か
ら
署
名
が
可
能
。
一
時
締
め

切
り
は
10
月
30
日
（
木
）
と
な

っ
て
い
る
。
３
分
程
度
で
完
了

す
る
の
で
ぜ
ひ
ご
協
力
い
た
だ

き
た
い
。

次
期
診
療
報
酬
改
定
で
は
大
幅
引
き
上
げ
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

全
国
で
要
求
活
動
は
じ
ま
る

師
会
な
ど
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

が
紹
介
さ
れ
た
ほ
か
、
立
憲
民

主
党
・
日
本
共
産
党
・
れ
い
わ

新
選
組
の
国
会
議
員
も
登

壇
。「
物
価
が
上
が
っ
て
も
、

診
療
報
酬
は
２
年
間
固
定
さ
れ

て
上
が
る
こ
と
は
な
い
。
診
療

報
酬
の
引
き
上
げ
は
必
要

だ
」「
多
数
の
医
療
機
関
が
赤

字
だ
と
聞
い
て
い
る
。
こ
の
状

態
が
続
く
こ
と
は
あ
っ
て
は
な

ら
な
い
」
な
ど
、
要
求
に
賛
同

す
る
意
見
が
多
数
寄
せ
ら
れ

た
。集

会
後
は
パ
レ
ー
ド
が
行
わ

れ
た
。
参
加
者
か
ら
は
「
診
療

報
酬
を
大
幅
に
増
や
せ
」「
社

会
保
障
費
を
増
や
せ
」
な
ど
の

声
が
次
々
に
発
せ
ら
れ
、
通
行

人
に
窮
状
を
訴
え
た
。

診
療
報
酬
の
大
幅
引
き
上
げ

を
実
現
す
る
に
は
、
秋
の
臨
時

国
会
に
併
せ
た
諸
活
動
が
大
き

な
鍵
と
な
る
。
協
会
は
、
医
療

機
関
の
窮
状
を
打
開
す
る
た

め
、
行
政
や
国
会
議
員
に
要
求

を
行
っ
て
い
く
。
引
き
続
き
、

左
上
の
署
名
と
と
も
に
、
協
会

の
諸
活
動
へ
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
い
た
だ
き
た
い
。

2025年９月 26日 

会員各位 

物物価価高高騰騰やや人人件件費費高高騰騰でで、、医医療療機機関関のの経経営営はは以以前前よよりりもも増増ししてて厳厳ししくくななっってていいまますす。。次次のの診診療療

報報酬酬改改定定でで大大幅幅なな引引きき上上げげをを実実現現ししななけけれればば、、医医療療のの現現場場ははささららにに困困窮窮ししまますす。。  

そそここでで、、先先生生方方かからら現現場場のの声声ををいいたただだきき、、行行政政にに届届けけたたいいとと思思いいまますす。。下下記記のの住住所所・・医医療療機機関関

名名・・氏氏名名欄欄ににごご記記入入（（ゴゴムム印印ででもも結結構構でですす))いいたただだきき、、FFAAXXににててごご返返信信ををおお願願いい致致ししまますす。。  

【【ＦＦＡＡＸＸ：：００３３－－３３２２００９９－－９９９９１１８８】】※※一一次次締締切切：：1100 月月 3300 日日((木木))  
東東京京歯歯科科保保険険医医協協会会  会会長長  早早坂坂  美美都都  

 

内閣総理大臣 殿 

厚生労働大臣 殿 

財務大臣 殿 

国会議員 各位    

地地域域のの医医療療機機関関をを守守るるたためめ、、緊緊急急財財政政措措置置とと  

診診療療報報酬酬のの大大幅幅引引きき上上げげをを求求めめるる医医師師・・歯歯科科医医師師要要請請署署名名 

政府の医療費抑制政策により診療報酬は長年低く抑えられ、現在の物価高騰や人件費上昇

にまったく見合わない水準となっています。その結果、医療現場は賃上げやスタッフ確保、

設備維持・改善に困難を極めています。 

全国保険医団体連合会が２月に実施した調査によれば、65.5％の医療機関が昨年１月と比

べて収入が「下がった」と回答しています。減収した医療機関のうち 41.6％の医療機関が

10％以上の減収となっています。 

医療機関の倒産、休廃業・解散は過去最多（64 件・2024 年度）となり、閉院や診療科の

縮小・閉鎖が全国で起きています。このままでは地域の医療提供体制が維持できず、“皆保

険あって医療機関なし”の事態が現実味を帯びています。 

一方、患者さんの暮らしも深刻です。物価高により生活は圧迫され、医療費の支払いをた

めらう人も少なくありません。命と健康を守る医療へのアクセスが脅かされています。 

安全・安心な医療提供を保障することは国の責務です。患者・国民の医療を守り、医療機

関の経営・医療従事者の生活を守るため、以下の事項の実現を求めます。 

記 

一、 基本診療料を中心に診療報酬の期中改定や、国の責任による補助金等での緊急財政

措置を早急に行うこと 

一、 2026 年度診療報酬改定で、基本診療料を中心に少なくとも 10％以上の大幅な引き

上げを行うこと 

一、 患者窓口負担を大幅に軽減すること  
以上 

 

 

 
 

 

 

住   所： 

医療機関名： 

氏   名： 

私の一言 

現場の声を国会議員に届けます

署名とともに、「先生の声」をお寄せください

＜２０２６年度予算要望＞
子ども医療費
完全無料化を要望

３

経営・税務相談Ｑ＆Ａ
“1 0 3 万円の壁”撤廃で
歯科医院への影響は？

４

５研究会・行事ご案内
・施設基準のための講習会
・会員地区懇談会
・学術研究会…ほか

７連載／協会探訪②
「運動本部」とは

６

宮 優子宮 優子さんさん
「どうすれば…」窮地で頼った協会「どうすれば…」窮地で頼った協会

退き退き際の思考際の思考

都要請に臨んだ（左から）高山史年理事、早坂美都会長、矢野正明理事

　参加申込み：お電話（　参加申込み：お電話（０３０３-3205-2999）、または-3205-2999）、または
　　　　　　　メール（info@tokyo-sk.com）にてお申し込みください。　　　　　　　メール（info@tokyo-sk.com）にてお申し込みください。

（ 1） 第６６７号 ２０２５年（令和７年）１０月１日東 京 歯 科 保 険 医 新 聞（毎月１回１日発行） （昭和55年８月５日第三種郵便物認可）

保険診療の請求事務、返戻・減点、指導、経営・税務、共済制度などについてのご相談はお気軽に協会まで。☎03（3205）2999　℻03（3209）9918

発 行 所
東京歯科保険医協会

〒169-0075
　東京都新宿区高田馬場1-29-8
 いちご高田馬場ビル6階　
電　話　03（3205）2999
振替口座　00180-0-118231
購 読 料　年 6,000円

（会 員 の 購 読 料 は 会
費 に 含 ま れ て い ま す）



（ 2）第６６７号東 京 歯 科 保 険 医 新 聞 （毎月１回１日発行）２０２５年（令和７年）１０月１日 （第三種郵便物認可）
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５
年
ぶ
り
「高
点
数
」個
別
指
導
を
実
施

　

萎
縮
診
療
せ
ず

　

萎
縮
診
療
せ
ず

　

カ
ル
テ
記
載
や
請
求
内
容
を
確
実
に

　

カ
ル
テ
記
載
や
請
求
内
容
を
確
実
に

2024年度
表１　個別指導の選定理由ごとの実施件数の推移

年度 情報提供 再指導 高点数 その他 合計
2019 51 33 3 1  88
2020 13 24 0 0  37
2021  9 22 0 1  32
2022 45 57 0 3 105
2023 40 53 0 3  96
2024 44 51 2 3 100

表２　指導後の結果の推移
（１）個別指導後の措置

年度
措置済のもの 未措置のもの

合計
概ね妥当 経過観察 再指導 要監査 計 中断中 通知未発

2019 2（2.7%） 18（24.3%） 53（71.6%） 1（1.4%） 74 6   8   88
2020 3（8.3%） 17（47.2%） 16（44.4%） 0（0.0%） 36 1   0   37
2021 0（0.0%） 18（78.3%） 5（21.7%） 0（0.0%） 23 5   4   32
2022 2（2.6%） 39（51.3%） 35（46.1%） 0（0.0%） 76 1 28 105
2023 1（1.2%） 48（59.3%) 32（39.5%） 0（0.0%） 81 6   9   96
2024 1（1.0%） 43（44.8%） 52（54.2%） 0（0.0%） 96 4   0 100

協
会
が
関
東
信
越
厚
生
局
東

京
事
務
所
（
以
下
、
厚
生
局
）

に
対
し
て
行
っ
た
行
政
文
書
の

開
示
請
求
に
よ
り
、
２
０
２
４

年
度
の
個
別
指
導
は
100
件
（
23

年
度
96
件
）
実
施
さ
れ
た
こ
と

が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
選
定
理

由
の
内
訳
は
、
情
報
提
供
44

件
、
再
指
導
51
件
、
高
点
数
２

件
、
そ
の
他
３
件
と
な
っ
て
い

る
（
表
１
）。            

　
　

▼
「高
点
数
」
個
別
指
導
を
実
施

24
年
度
の
個
別
指
導
は
、
情

報
提
供
15
件
の
計
画
に
対
し

て
、
約
３
倍
の
44
件
が
実
施
さ

れ
た
。
指
導
の
実
施
要
領
で

は
、「
年
度
途
中
の
情
報
な
ど

に
よ
り
、
早
急
に
指
導
が
必
要

と
認
め
る
保
険
医
療
機
関
に
つ

い
て
、
適
宜
選
定
委
員
会
に
お

い
て
選
定
の
上
、
実
施
す
る
」

と
し
て
お
り
、
情
報
提
供
に
よ

る
指
導
が
優
先
さ
れ
、
計
画
よ

り
件
数
が
増
加
し
た
。

ま
た
、
高
点
数
に
よ
る
指
導

は
８
件
の
計
画
に
対
し
２
件
が

実
施
さ
れ
、
19
年
度
の
実
施
以

来
５
年
ぶ
り
の
実
施
と
な

り
、
25
年
度
以
降
も
行
わ
れ
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

な
お
、
個
別
指
導
の
指
導
結

果
で
は
「
再
指
導
」
が
23
年
度

の
39
・
５
％
に
対
し
、
24
年
度

は
54
・
２
％
と
14
・
７
ポ
イ
ン

ト
上
昇
し
た
。
こ
れ
は
、
新
規

個
別
指
導
の
指
導
結
果
で
も
同

様
で
、「
再
指
導
」
率
が
増
加

し
た
（
表
２
（
１
））。
　
　

▼
新
規
個
別
指
導
で
の

　

 

再
指
導
は
25
件

新
規
個
別
指
導
は
213
件
行
わ

れ
た
。
指
導
結
果
の
内
訳
は

「
概
ね
妥
当
」
が
49
件
、「
経

過
観
察
」
が
137
件
、「
再
指

導
」
が
25
件
と
な
っ
た
（
表
２

（
２
））。

新
規
個
別
指
導
の
中
で
指
導

の
「
中
断
」
が
２
件
確
認
さ
れ

た
。
指
導
の
「
中
断
」
は
、
指

定
さ
れ
た
資
料
を
持
参
し
な
か

っ
た
場
合
や
、
指
導
対
象
者
が

保
険
診
療
な
ど
に
つ
い
て
十
分

な
回
答
が
さ
れ
ず
、
予
定
時
間

内
に
完
了
で
き
な
い
場
合
な
ど

に
行
わ
れ
る
。
新
規
個
別
指
導

で
は
、
指
導
日
の
１
カ
月
前
に

指
定
さ
れ
る
持
参
物
の
ほ

か
、
指
導
日
の
１
週
間
前
に
通

知
さ
れ
る
患
者
10
名
分
の
カ
ル

テ
や
Ｘ
線
写
真
、
歯
科
技
工
指

示
書
な
ど
を
持
参
す
る
こ
と
に

な
る
。
指
導
当
日
は
必
ず
持
参

物
を
確
認
し
、
指
導
に
臨
む
こ

と
が
重
要
と
な
る
。
　
　
　
　

▼
新
規
個
別
指
導
の

提
出
方
法
が
変
更
に

今
年
９
月
の
新
規
個
別
指
導

か
ら
、
厚
生
局
に
提
出
す
る
資

料
、
そ
の
提
出
方
法
が
変
更
さ

れ
た
。

こ
れ
ま
で
は
指
導
通
知
に
同

封
さ
れ
た
「
保
険
医
療
機
関
の

概
要
」
を
指
導
当
日
に
提
出
し

て
い
た
が
、
９
月
以
降
は
同
封

さ
れ
る
「
保
険
医
療
機
関
の
現

況
」
を
指
導
日
の
約
２
週
間
前

ま
で
に
郵
送
ま
た
は
メ
ー
ル
で

提
出
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
　
　

▼
保
険
請
求
の
正
し
い
知
識
と

カ
ル
テ
記
載
こ
そ
重
要

指
導
で
は
、
正
し
い
保
険
請

求
の
知
識
と
そ
の
根
拠
と
な
る

適
切
な
カ
ル
テ
記
載
こ
そ
が
、

最
も
重
要
な
盾
に
な
る
。

協
会
で
は
、
カ
ル
テ
記
載
や

保
険
点
数
の
算
定
要
件
な
ど
を

分
か
り
や
す
く
解
説
す
る
新
規

開
業
医
講
習
会
を
来
年
１
月
に

開
催
す
る
。
今
回
変
更
さ
れ
た

提
出
物
の
解
説
も
行
う
の

で
、
こ
れ
か
ら
新
規
個
別
指
導

が
予
定
さ
れ
て
い
る
方
、
個
別

指
導
な
ど
に
不
安
を
感
じ
て
い

る
方
は
、
ぜ
ひ
参
加
い
た
だ
き

た
い
。

「保険でよい歯を」東京連絡会

　　石川都技会長と懇談石川都技会長と懇談

「
保
険
で
よ
い
歯
を
」
東
京

連
絡
会
は
８
月
22
日
、
東
京
都

歯
科
技
工
士
会
の
石
川
功
和
会

長
と
懇
談
を
行
い
、
歯
科
技
工

士
を
め
ぐ
る
状
況
や
課
題
な
ど

で
意
見
交
換
を
行
っ
た
。
連
絡

会
側
か
ら
は
、
矢
野
正
明
、
森

元
主
税
両
世
話
人
（
協
会
理
事

／
歯
科
医
師
）、
菅
原
知
幸
世

話
人
（
歯
科
技
工
士
）、
事
務

局
２
名
の
５
名
が
参
加
し
た
。

石
川
会
長
は
、
歯
科
技
工
士

問
題
の
テ
レ
ビ
報
道
に
つ
い
て

触
れ
、「
業
界
の
ネ
ガ
テ
ィ
ブ

な
面
の
み
が
切
り
取
ら
れ
、
偏

っ
た
内
容
に
な
っ
て
い
る
。
こ

れ
で
は
若
い
世
代
が
進
学
や
就

業
を
た
め
ら
っ
て
し
ま
う
」
と

指
摘
し
、
法
人
の
技
工
所
に
よ

る
福
利
厚
生
の
充
実
や
、
匠
の

技
が
生
み
出
す
患
者
の
笑

顔
、
さ
ら
に
は
Ａ
Ｉ
デ
ジ
タ
ル

化
な
ど
前
向
き
な
合
理
化
へ
の

取
り
組
み
な
ど
、
業
界
が
抱
え

る
課
題
だ
け
で
な
く
、
未
来
に

向
け
た
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
側
面
に

つ
い
て
も
積
極
的
に
報
じ
て
ほ

し
い
と
訴
え
た
。

ま
た
、
若
手
の
歯
科
技
工
士

の
育
成
に
つ
い
て
議
論
が
及
ぶ

と
、
菅
原
世
話
人
は
「
２
年
間

石川功和都技会長

の
養
成
課
程
の
後
は
十
分
な
研

修
制
度
を
技
工
所
で
準
備
す
る

の
が
難
し
い
と
こ
ろ
が
多
い
。

十
分
に
技
術
を
習
得
で
き
な
い

ま
ま
現
場
に
出
ざ
る
を
得
ず
働

き
な
が
ら
技
術
を
磨
く
し
か
な

い
」
と
教
育
環
境
の
不
十
分
さ

を
強
調
し
た
。

診
療
報
酬
に
つ
い
て
、
矢
野

中医協中医協
総 会総 会

歯
科
医
療
の
課
題
を
整
理

障
害
者
医
療
や
口
腔
機
能
管
理
な
ど
柱

障
害
者
医
療
や
口
腔
機
能
管
理
な
ど
柱

写真右手前が石川功和都技会長

（２）新規個別指導後の措置

年度
措置済のもの 未措置のもの

合計
概ね妥当 経過観察 再指導 要監査 計 中断中 通知未発

2019 64（20.6%） 224（72.3%） 22（7.1%） 0（0.0%） 310 0    0 310
2020 29（31.2%） 64（68.8%） 0（0.0%） 0（0.0%）   93 0    0 93
2021 13（28.9%） 30（66.7%） 2（4.4%） 0（0.0%）   45 0    0 45
2022 88（26.3%） 233（69.8%） 13（3.9%） 0（0.0%） 334 0 119 453
2023 90（24.1%） 258（69.0%） 26（7.0%） 0（0.0%） 374 0   37 411
2024 49（23.2%） 137（64.9%）  25（11.8%） 0（0.0%） 211 2    0 213

世
話
人
が
「
技
工
関
連
の
保
険

点
数
が
低
す
ぎ
る
。
物
価
高
騰

に
も
対
応
で
き
て
い
な
い
」
と

し
、
森
元
世
話
人
が
「
最
近
の

訪
問
診
療
で
は
残
存
歯
が
残
っ

て
い
る
ケ
ー
ス
が
多
く
、
設
計

が
難
し
い
義
歯
が
求
め
ら
れ
る

た
め
、
よ
り
高
度
な
技
術
が
必

要
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
見
合
う

点
数
で
は
な
い
」
と
発
言
。
石

川
会
長
は
「
か
つ
て
と
比
べ
、

外
食
や
日
用
品
、
光
熱
費
を
は

じ
め
と
す
る
生
活
費
全
般
は
大

き
く
上
昇
し
、
物
価
全
体
も
こ

中
央
社
会
保
険
医
療
協
議
会

（
中
医
協
）
の
総
会
が
９
月
10

日
に
開
か
れ
た
。
２
０
２
６
年

度
診
療
報
酬
改
定
に
向
け
、

「
歯
科
医
療
に
つ
い
て
（
そ
の

１
）」
が
主
な
議
題
と
な
り
、

①
障
害
者
歯
科
医
療
、
②
口
腔

機
能
管
理
、
③
多
職
種
連
携
、

④
歯
科
衛
生
士
・
歯
科
技
工
士

の
人
材
確
保
、
⑤
デ
ジ
タ
ル
化

―
な
ど
、
幅
広
い
課
題
に
つ
い

て
意
見
を
交
わ
し
た
。

そ
の
中
で
、
厚
生
労
働
省
保

険
局
医
療
課
歯
科
医
療
管
理
官

の
和
田
康
志
氏
は
、
歯
科
医
療

の
現
状
を
報
告
し
、
特
に
障
害

者
の
口
腔
衛
生
管
理
の
難
し
さ

や
専
門
歯
科
医
療
機
関
の
不

足
、
Ｑ
Ｏ
Ｌ
に
配
慮
し
た
口
腔

機
能
管
理
の
必
要
性
を
強
調
。

ま
た
、
小
児
や
高
齢
者
で
口
腔

機
能
発
達
不
全
症
や
口
腔
機
能

低
下
症
の
診
断
基
準
に
該
当

し
、
病
名
が
診
断
さ
れ
て
い
る

患
者
の
う
ち
、
管
理
料
が
算
定

さ
れ
て
い
な
い
患
者
が
一
定
数

存
在
す
る
点
も
指
摘
。
さ
ら

に
、
歯
科
矯
正
相
談
、
有
床
義

歯
の
構
造
に
よ
っ
て
確
認
や
指

導
事
項
が
異
な
る
こ
と
、
歯
周

病
の
安
定
期
治
療
な
ど
、
現
行

の
評
価
や
課
題
を
提
示
し
た
。

多
職
種
連
携
で
は
、
周
術
期

・
回
復
期
に
お
け
る
口
腔
管
理

が
評
価
さ
れ
、
医
科
や
薬
局
と

の
連
携
が
診
療
報
酬
上
で
も
位

置
付
け
ら
れ
て
き
た
こ
と
を
説

明
し
た
。
人
材
確
保
の
面
で

は
、
歯
科
衛
生
士
が
不
在
の
診

療
所
が
約
４
割
を
占
め
る
実
態

や
、
歯
科
技
工
士
の
多
く
が
一

人
経
営
で
あ
る
現
状
を
報
告

し
、
定
着
・
確
保
の
必
要
性
を

強
調
し
た
。
デ
ジ
タ
ル
化
に
つ

い
て
は
、
Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ
Ａ
Ｍ
冠

や
光
学
印
象
に
よ
る
効
率
化
が

進
む
一
方
、
Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ
Ａ
Ｍ

冠
の
耐
久
性
の
課
題
を
示
し
た

が
、
金
属
の
市
場
価
格
の
高
騰

を
受
け
、
金
属
を
使
用
し
な
い

治
療
の
選
択
肢
を
増
や
す
こ
と

の
重
要
性
を
指
摘
し
た
。
　
　

◆
医
療
側
と
支
払
側
の

見
解
の
相
違
が
浮
き
彫
り
に

そ
の
後
、
医
療
側
委
員
で
日

本
歯
科
医
師
会
常
務
理
事
の
大

杉
和
司
氏
か
ら
は
、
障
害
者
医

療
や
へ
き
地
医
療
、
多
職
種
連

携
、
デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進
を
重

視
す
る
考
え
を
明
ら
か
に
し

た
。
ま
た
、
専
門
委
員
で
神
奈

川
歯
科
大
学
教
授
の
小
松
知
子

氏
は
、
障
害
者
医
療
で
は
患
者

の
特
性
に
応
じ
た
き
め
細
か
な

管
理
が
重
要
だ
と
し
た
。
日
本

医
師
会
代
表
の
江
澤
和
彦
氏

は
、
か
か
り
つ
け
歯
科
医
の
機

能
強
化
を
提
案
、
日
本
薬
剤
師

会
副
会
長
の
森
昌
平
氏
は
、
薬

局
で
の
口
腔
チ
ェ
ッ
ク
や
歯
科

受
診
勧
奨
を
含
め
た
歯
薬
連
携

の
重
要
性
を
訴
え
た
。
ま
た
、

日
本
慢
性
期
医
療
協
会
副
会
長

の
池
端
幸
彦
氏
は
、
回
復
期
・

慢
性
期
入
院
患
者
で
の
口
腔
ケ

ア
が
栄
養
改
善
に
つ
な
が
る
と

強
調
し
た
。

一
方
で
支
払
側
委
員
の
健
康

保
険
組
合
連
合
会
理
事
の
松
本

真
人
氏
は
、
効
率
的
な
歯
科
医

療
提
供
の
必
要
性
を
強
調
。
障

害
者
歯
科
医
療
は
専
門
施
設
で

の
重
点
対
応
が
効
率
的
と
し
、

生
活
の
質
に
配
慮
し
た
医
療
も

「
充
実
」
だ
け
で
な
く
「
適
正

化
」
を
伴
う
べ
き
と
主
張
。
ま

た
、
歯
周
病
治
療
の
区
分
が
患

者
に
分
か
り
に
く
い
点
や
、
矯

正
治
療
の
増
加
に
伴
う
適
正
運

用
の
必
要
性
も
指
摘
し
た
。

そ
の
ほ
か
、
歯
周
病
な
ど
の
管

理
や
治
療
法
が
口
腔
の
健
康
に

ど
の
よ
う
に
寄
与
し
て
い
る
か

を
継
続
的
に
デ
ー
タ
収
集
し
評

価
す
る
こ
と
が
重
要
だ
と
し
、

個
人
レ
ベ
ル
の
継
続
的
デ
ー
タ

収
集
を
求
め
る
意
見
や
、
地
域

で
の
診
療
所
の
役
割
や
人
材
配

置
、
デ
ー
タ
収
集
の
必
要
性
を

指
摘
し
た
。
厚
労
省
は
今
後
も

調
査
・
検
証
を
進
め
、
中
医
協

で
の
議
論
を
重
ね
る
方
針
だ
。

の
数
十
年
で
大
幅
に
変
動
し
て

き
た
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
歯
科
技
工
に
か
か
る
費
用

は
長
年
ほ
と
ん
ど
変
わ
っ
て
お

ら
ず
、
そ
の
価
格
水
準
は
社
会

の
実
態
に
見
合
っ
た
も
の
と
は

言
い
が
た
い
状
況
が
続
い
て
い

る
。
こ
う
し
た
社
会
的
変
化
と

の
乖
離
は
年
々
拡
大
し
て
お

り
、
歯
科
技
工
の
現
場
に
お
け

る
労
力
や
技
術
の
価
値
が
、
正

当
に
評
価
さ
れ
て
い
な
い
現
実

を
改
め
て
感
じ
さ
せ
ら
れ

る
」「
治
療
費
と
技
工
料
金
を

分
け
て
請
求
す
る
発
想
や
、
経

済
的
課
題
の
解
決
に
は
直
接
請

求
の
可
能
性
を
模
索
す
べ
き
だ

が
、
制
度
的
に
難
し
い
」
と
の

考
え
も
示
し
た
。

最
後
に
石
川
会
長
は
、「
歯

を
な
く
し
た
患
者
の
た
め
に
尽

力
す
る
歯
科
技
工
士
の
姿
を
通

し
、
そ
の
存
在
を
も
っ
と
社
会

に
ア
ピ
ー
ル
し
て
ほ
し
い
」
と

要
望
。
さ
ら
に
「
学
会
で
の
イ

ン
プ
ラ
ン
ト
や
審
美
治
療
の
発

表
で
は
、
歯
科
医
師
ば
か
り
が

注
目
さ
れ
る
が
、
歯
科
技
工
物

を
支
え
る
の
は
歯
科
技
工
士
で

あ
る
」
と
話
し
た
。

石
川
会
長
の
発
言
に
は
「
歯

を
失
っ
た
患
者
さ
ん
の
た
め
、

そ
し
て
歯
科
技
工
士
界
の
未
来

を
明
る
く
す
る
た
め
に
努
力
を

続
け
て
い
る
歯
科
技
工
士
や
技

工
所
の
存
在
に
つ
い
て
、
よ
り

多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
い
理

解
を
深
め
て
ほ
し
い
」
と
の
強

い
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
た
。

現
状
と
課
題

障害者歯科医療について
○障害者は歯科疾患に対する再発・重症化リスクが高いものの、障害者歯科医療を専門的
に行う歯科医療機関は全国的に十分ではなく、専門歯科医療機関できめ細やかな歯科医学
的管理が必要とされる。

歯科疾患・口腔機能の管理等の生活の質に配慮した歯科医療について
○需要に対する供給が十分ではない口腔機能に係る管理・治療や、「食べる」「話す」等の生
活に直結する有床義歯の管理や歯周病の治療等について、臨床の実態を踏まえた評価体系
や要件等を見直す必要がある。

へき地等歯科医療について
○歯科医師の高齢化の進展等により歯科医療が提供できない地域や施設に対しては巡回
診療車により歯科医療を提供する等、歯科医療を効率的に提供する必要がある。

多職種連携について
○基礎疾患を有する患者等に対する歯科医療の介入により効果が認められることから、引
き続き医科歯科連携を始めとする多職種連携を進めて行く必要がある。

歯科衛生士・歯科技工士の定着・確保について
○高齢患者の増加等のニーズが多様化する一方で、歯科医療機関の人員が限られているこ
とを踏まえ、歯科医療機関等での役割分担を図るため、歯科衛生士や歯科技工士の定着や
確保を行っていく必要がある。

歯科治療のデジタル化等について
○歯科医療機関における歯科専門職の人員や業務量は限られているため歯科治療の効率
化が求められ、また、経営面からも安定的に歯科治療が提供できる歯科材料を用いた治療
技術を推進していく必要がある。
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子
ど
も
医
療
費

子
ど
も
医
療
費

1010
月
か
ら
所
得
制
限
撤
廃

月
か
ら
所
得
制
限
撤
廃

◆
子
ど
も
医
療
費

　
完
全
無
償
化
を
要
望

子
ど
も
医
療
費
の
通
院
１
回

200
円
の
窓
口
負
担
の
助
成
に
つ

い
て
、
窓
口
負
担
の
有
無
に
よ

っ
て
、
子
ど
も
の
口
腔
状
況
に

差
が
あ
る
こ
と
や
、
実
際
に
、

窓
口
負
担
が
足
か
せ
に
な
り
受

診
で
き
な
い
子
ど
も
が
い
る
こ

と
、
東
京
都
で
窓
口
負
担
が
残

る
自
治
体
は
わ
ず
か
で
あ
る
こ

と
な
ど
か
ら
、
都
に
対
し
完
全

無
償
化
を
実
施
し
、
全
国
に
広

げ
て
ほ
し
い
と
要
望
し
た
。
こ

れ
に
対
し
、
都
側
は
10
月
か
ら

所
得
制
限
を
撤
廃
す
る
。
自
己

負
担
は
、
本
当
に
医
療
が
必
要

な
方
が
受
診
を
躊
躇
し
な
い
よ

う
配
慮
し
た
金
額
で
設
定
し
て

お
り
、
コ
ン
ビ
ニ
受
診
を
防
ぐ

た
め
に
窓
口
負
担
は
残
す
必
要

が
あ
る
と
の
姿
勢
は
崩
さ
な
か

っ
た
。
一
方
、
都
で
は
国
に
対

し
、
子
ど
も
の
医
療
費
に
つ
い

て
、
負
担
軽
減
措
置
の
拡
充

や
、
医
療
費
助
成
制
度
の
創
設

を
求
め
て
い
る
と
の
説
明
が
あ

っ
た
。

◆
デ
ジ
タ
ル
化
の
セ
ミ
ナ
ー

　「
講
習
会
の
活
用
を
」

デ
ジ
タ
ル
化
に
対
し
、小
規

模
な
歯
科
医
院
で
の
利
用
に
特

化
し
た
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
や
支

援
を
求
め
た
と
こ
ろ
、小
規
模

な
医
院
で
は
人
材
不
足
や
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
が
課
題
と
な
っ

て
い
る
こ
と
に
理
解
を
示
し
、

医
療
Ｄ
Ｘ
の
セ
ミ
ナ
ー
や
出
張

講
習
会
も
予
定
し
て
い
る
た

め
、活
用
し
て
ほ
し
い
と
の
案

内
が
あ
っ
た
。

◆
歯
科
衛
生
士
の
復
職
支
援

　
研
修
セ
ン
タ
ー
設
置
を
要
望

歯
科
衛
生
士
の
復
職
支
援
に

つ
い
て
は
、
歯
科
衛
生
士
の
人

材
不
足
が
続
い
て
お
り
、
復
職

支
援
が
急
務
で
あ
る
こ
と
、
復

職
に
は
ユ
ニ
ッ
ト
を
活
用
し
た

実
習
に
よ
る
技
術
の
再
習
得
が

不
可
欠
で
あ
る
た
め
、
研
修
セ

ン
タ
ー
の
設
置
を
要
望
。
こ
れ

に
対
し
、
現
在
は
歯
科
衛
生
士

会
に
委
託
し
て
研
修
を
実
施
し

て
い
る
こ
と
、
会
場
確
保
は
歯

科
衛
生
士
会
と
相
談
し
な
が
ら

調
整
し
て
い
る
こ
と
な
ど
回
答

が
あ
っ
た
。
研
修
会
な
ど
の
周

知
は
協
会
で
も
協
力
で
き
る
こ

と
を
伝
え
た
。

◆
「
い
い
歯
東
京
」
の
推
進

　「
パ
ブ
コ
メ
で
意
見
を
」

「
い
い
歯
東
京
」
の
推
進
に

つ
い
て
、
全
て
の
歯
科
医
師
が

積
極
的
に
関
わ
れ
る
よ
う
な
施

策
を
要
望
し
た
と
こ
ろ
、
計
画

時
に
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を

実
施
し
て
い
る
た
め
、
次
回
の

計
画
時
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
で
意
見
を
寄
せ
て
ほ
し
い
と

返
答
が
あ
っ
た
。

◆
生
活
保
護
の
個
別
指
導

　
医
療
要
否
意
見
書
の
持
参
は

　「
お
願
い
」
扱
い

生
活
保
護
法
の
個
別
指
導
に

つ
い
て
、
保
存
義
務
が
な
い
医

療
要
否
意
見
書
な
ど
は
「
保
存

さ
れ
て
い
な
い
場
合
は
持
参
不

要
で
あ
る
」
旨
を
指
導
通
知
に

記
載
す
る
よ
う
要
望
し
た
。
都

側
は
、「
医
療
要
否
意
見
書
に

よ
り
、
医
療
扶
助
に
関
す
る
事

務
取
扱
や
患
者
の
処
遇
に
つ
い

て
確
認
し
て
い
る
た
め
、
持
参

し
て
ほ
し
い
。
医
療
機
関
で
発

行
し
た
文
書
類
は
控
え
を
取
っ

て
あ
る
の
が
普
通
で
あ
る

が
、
持
参
を
し
な
い
こ
と
で
不

当
や
処
分
と
い
う
こ
と
に
は
な

ら
な
い
」
と
し
、
保
存
義
務
が

な
い
文
書
の
持
参
は
、
あ
く
ま

で
も
「
お
願
い
」
で
あ
る
こ
と

を
確
認
し
た
。

９
月
３
日
、
26
年
度
東
京
都

予
算
要
望
に
つ
い
て
、
日
本
共

産
党
東
京
都
議
会
議
員
団
と
懇

談
を
行
っ
た
。
共
産
党
か
ら
は

２
０
２
６
年
度
東
京
都
予
算
要
望
（
１
面
か
ら
つ
づ
く
）

東
京
都
の
主
な
回
答

ら
は
、
議
員
15
名
が
出
席
し
、

協
会
か
ら
は
早
坂
会
長
、
高
山

理
事
が
出
席
し
た
。

懇
談
に
先
立
ち
、
協
会
か
ら

26
年
度
東
京
都
予
算
に
関
す

る
要
望
16
項
目
に
つ
い
て
説

明
し
た
。

歯
科
衛
生
士
の
研
修
セ
ン
タ

ー
に
つ
い
て
「
ニ
ー
ズ
が
ど
れ

だ
け
あ
る
の
か
」「
会
議
室
の

よ
う
な
場
所
に
ユ
ニ
ッ
ト
を
設

置
し
、
実
習
を
行
っ
た
後
、
撤

収
す
る
な
ど
の
使
い
方
は
可
能

か
」
な
ど
関
心
を
示
し
た
。

ま
た
、
６
月
に
実
施
さ
れ
た

東
京
都
議
会
議
員
選
挙
に
向
け

て
、
協
会
が
実
施
し
た
各
政
党

へ
の
政
策
ア
ン
ケ
ー
ト
で
、

「
資
格
確
認
書
に
つ
い
て
、
渋

谷
区
と
世
田
谷
区
で
は
、
資
格

確
認
書
を
国
保
加
入
者
全
員
に

発
送
す
る
が
、
ど
の
よ
う
な
施

歯
科
衛
生
士
・
歯
科
技
工
士
に

関
す
る
課
題
な
ど
懇
談

紀
氏
が
登
壇
。
田
中
氏
は
、

「
核
兵
器
廃
絶
は
、
若
い
人
た

ち
と
共
に
解
決
す
る
課
題
で
あ

り
、
地
球
上
の
人
が
力
を
合
わ

せ
て
や
ら
な
け
れ
ば
い
け
な

い
」
と
継
承
の
必
要
性
を
強

調
。
ま
た
、
若
手
を
代
表
し
て

長
野
中
央
病
院
・
青
年
医
師
の

河
野
絵
理
子
氏
、
秋
田
大
学
医

学
部
５
年
生
の
松
久
凌
大
氏
も

登
壇
。
反
核
医
師
の
会
学
生
部

会
事
務
局
長
と
し
て
活
動
す
る

松
久
氏
は
、「
命
を
守
る
医
師

を
目
指
す
か
ら
こ
そ
核
廃
絶
を

求
め
な
い
と
い
け
な
い
」
と
述

べ
、
田
中
氏
ら
と
の
意
見
交
換

を
通
じ
て
「
ど
の
よ
う
に
活
動

を
継
承
し
て
い
く
の
か
考
え
た

い
」
と
述
べ
た
。

２
日
目
に
は
、
若
手
医
師
・

医
学
生
に
よ
る
対
談
企
画
「
い

っ
ぽ
い
っ
ぽ
考
え
る
、
私
た

ち
の
平
和
と
政
治
」
を
行
い
、

若
手
パ
ネ
リ
ス
ト
ら
が
自
身

の
経
験
を
踏
ま
え
た
意
見
交

換
も
実
施
。
最
後
に
、
核
な

き
世
界
を
目
指
す
ア
ピ
ー
ル

を
確
認
し
、
盛
況
の
う
ち
に

閉
会
し
た
。

被
爆
の
歴
史
を
次
の
世
代
へ

核
廃
絶
を
目
指
す
全
国
の
医

師
ら
が
つ
く
る
「
核
戦
争
に
反

対
す
る
医
師
の
会
」（
以
下
、

反
核
医
師
の
会
）
は
、
８
月
30

・
31
日
、
文
京
区
内
で
第
35
回

反
核
医
師
の
つ
ど
い
㏌ 
東
京
を

開
催
し
た
。
被
爆
80
年
の
節
目

で
あ
る
今
回
は
、「
反
核
平
和

運
動
・
被
爆
者
支
援
・
被
爆
医

療
の
歴
史
を
学
び
継
承
し
よ
う

！
」
を
テ
ー
マ
と
し
、
全
国
各

地
か
ら
医
師
・
歯
科
医
師
・
医

療
系
学
生
ら
現
地
と
ウ
ェ
ブ
参

加
を
合
わ
せ
て
184
人
が
参
加
し

た
。シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
パ
ネ

リ
ス
ト
と
し
て
日
本
被
団
協
代

表
委
員
の
田
中
熙
巳
氏
、
福
島

県
・
ふ
れ
あ
い
ク
リ
ニ
ッ
ク
さ

く
ら
み
ず
所
長
で
医
師
の
齋
藤

若
者
達
が
被
爆
者
と
体
験
を
共
有
し
、
学
び
あ
う

保
団
連
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
協
議

会
（
以
下
、
関
ブ
ロ
）
は
、
会

議
に
参
加
し
た
各
協
会
の
会
長

・
理
事
長
が
９
月
21
日
の
夕

刻
、
新
宿
駅
南
口
前
で
白
衣
の

街
頭
宣
伝
を
行
い
、
道
行
く
人

た
ち
に
「
保
険
証
を
復
活
さ
せ

よ
う
！
」「
医
療
危
機
、
地
域

医
療
を
守
ろ
う
！
」と
訴
え
た
。

当
協
会
の
早
坂
美
都
会
長
が

「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
は

電
子
証
明
書
の
有
効
期
限
が
あ

り
、
マ
イ
ナ
保
険
証
を
持
っ
て

医
療
機
関
を
受
診
し
て
も
使
え

な
い
場
合
が
あ
る
。
そ
う
い
う

こ
と
が
起
き
な
い
よ
う
に
世
田

谷
区
と
渋
谷
区
で
は
、
資
格
確

認
書
の
一
斉
送
付
を
決
め

た
。
こ
の
方
法
を
広
め
る
た
め

に
東
京
都
知
事
、
東
京
都
内
区

市
町
村
の
自
治
体
宛
に
資
格
確

認
書
の
送
付
を
求
め
る
陳
情
書

・
要
望
書
を
提
出
し
た
。
署
名

に
も
取
り
組
ん
で
い
る
の

で
、
足
を
止
め
て
協
力
し
て
ほ

し
い
」
と
訴
え
た
。

宣
伝
で
は
「
保
険
証
を
使
い

続
け
た
い
」
請
願
署
名
を
折
り

込
ん
だ
ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ

を
配
布
、
立
ち
止
ま
っ
て
署
名

に
応
じ
る
人
た
ち
が
多
数
に
及

ん
だ
。
ま
た
、「
地
域
住
民
の

医
療
を
受
け
る
権
利
を
保
障
す

る
た
め
に
医
療
機
関
の
維
持
存

続
へ
の
支
援
を
求
め
る
」
請
願

署
名
へ
の
協
力
も
あ
っ
た
。

10
月
12
日
（
日
）
に
は
、
関

ブ
ロ
主
催
の
「
地
域
か
ら
医
療

を
な
く
す
な
！
緊
急
決
起
集
会

〝
経
営
危
機
打
開
の
た
め
、
次

期
診
療
報
酬
の
大
幅
引
き
上
げ

を
勝
ち
取
ろ
う
〞」
を
都
市
セ

ン
タ
ー
ホ
テ
ル
で
開
催
す
る
の

で
、
ぜ
ひ
、
ご
参
加
い
た
だ
き

た
い
（
詳
細
＝
１
面
）。

街頭で署名協力を呼びかける早坂会長街頭で署名協力を呼びかける早坂会長

早
坂
会
長
も
署
名
を
呼
び
か
け

保
険
証
復
活
・
資
格
確
認
書
の
一
斉
送
付
求
め
る

関
東
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会
・
街
頭
宣
伝

結
果
検
証
に
係
る
特
別
調

査
」（
以
下
、特
別
調
査
）の
結

果
に
よ
る
と
、
受
診
し
た
歯
科

診
療
所
を
選
ん
だ
理
由
と
し

て
、「
自
宅
か
ら
近
い
（
47
・
９

％
）」よ
り
も
割
合
が
高
い
項

目
に
、「
信
頼
し
て
い
る
歯
科

医
師
が
い
る
（
67
・
９
％
）」

「
歯
科
医
師
や
職
員
の
感
じ
が

良
い（
63
・
２
％
）」「
定
期
的

な
管
理
を
し
て
く
れ
る（
54
・

６
％
）」な
ど
が
あ
る
。

つ
ま
り
、信
頼
や
好
印
象
を

得
ら
れ
る
患
者
対
応
や
、
分
か

り
や
す
い
説
明
、適
切
な
定
期

的
管
理
な
ど
を
患
者
は
重
要

視
し
て
お
り
、そ
れ
が
実
現
で

き
る
よ
う
な
診
療
報
酬
の
在

り
方
を
求
め
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

の
年
齢
推
移
を
み
る
と
、
図
１

と
な
る
。
レ
セ
プ
ト
件
数
の
ピ

ー
ク
は
、
５
〜
９
歳
、
50
〜
54

歳
、
70
〜
74
歳
で
あ
る
こ
と
が

分
か
る
。

ま
た
、
男
女
の
差
に
も
特
徴

が
あ
り
、
10
代
ま
で
は
男
女
差

は
ほ
ぼ
な
い
が
、
20
代
以
上
に

な
る
と
女
性
患
者
が
多
い
傾
向

が
み
え
る
。

◆
患
者
は
何
で
選
ぶ
の
か
？

と
こ
ろ
で
、
患
者
は
ど
の
よ

う
な
視
点
で
歯
科
医
院
を
選
ぶ

の
だ
ろ
う
か
。
厚
労
省
の
「
２

０
２
２
年
度
診
療
報
酬
改
定
の

◆
患
者
が
求
め
る
医
療

十
分
提
供
で
き
る
体
制
を

患
者
は
、
親
切
・
丁
寧
な
治

療
を
求
め
て
い
る
こ
と
が
分
か

る
。
し
か
し
、
物
価
や
人
件
費

の
高
騰
で
一
人
で
も
多
く
の
患

者
を
診
療
し
よ
う
と
す
れ

ば
、
一
人
当
た
り
の
診
療
時
間

が
減
っ
て
し
ま
う
。
患
者
が
求

め
る
丁
寧
な
診
療
を
行
う
た
め

に
は
、
診
療
報
酬
の
大
幅
な
引

き
上
げ
が
必
要
で
あ
る
。

協
会
は
、「
地
域
の
医
療
機

関
を
守
る
た
め
、
緊
急
財
政
措

置
と
診
療
報
酬
の
大
幅
な
引
き

上
げ
を
求
め
る
医
師
・
歯
科
医

師
要
請
署
名
」
を
集
め
、
近
く

国
会
議
員
に
要
請
を
行
う
。
ぜ

ひ
、
署
名
に
ご
協
力
を
い
た
だ

き
た
い（
詳
細
は
１
面
参
照
）。

国
保
加
入
者
全
員
へ

資
格
確
認
書
の
送
付
を
要
望

９
月
８
日
、
２
０
２
６
年
度

東
京
都
予
算
要
望
に
つ
い

て
、
都
民
フ
ァ
ー
ス
ト
の
会
東

京
都
議
団
と
懇
談
を
行
っ

た
。
都
民
フ
ァ
ー
ス
ト
の
会
か

都
議
会
会
派
へ
の
要
望

都
議
会
会
派
へ
の
要
望

３
名
の
議
員
が
、
協
会
か
ら
は

早
坂
会
長
、
高
山
理
事
、
矢
野

理
事
が
出
席
し
、
要
請
し
た
16

項
目
に
つ
い
て
説
明
し
た
。

子
ど
も
医
療
費
助
成
制
度
の

拡
充
に
つ
い
て
は
、「
貴
会
の

調
査
を
活
用
し
て
、
都
議
会
で

質
問
を
行
っ
た
。
拡
充
に
向
け

て
引
き
続
き
頑
張
り
た
い
」
と

の
決
意
を
示
し
た
。

ま
た
、
歯
科
衛
生
士
の
復
職

支
援
に
つ
い
て
「
研
修
は
必
須

な
の
か
」
と
質
問
が
あ
り
、

「
ブ
ラ
ン
ク
が
あ
る
と
技
術
に

不
安
が
あ
り
、
復
帰
に
踏
み
切

れ
な
い
こ
と
が
多
い
。
実
技
研

修
が
あ
れ
ば
自
信
を
も
っ
て
復

職
で
き
る
し
、
歯
科
医
師
側
か

ら
も
復
職
に
つ
い
て
の
声
を
か

け
や
す
い
」
と
回
答
し
た
。
そ

の
他
、
歯
科
技
工
士
が
減
少
し

て
い
る
問
題
、
物
価
高
騰
対
策

支
援
金
な
ど
の
支
援
金
事

業
、
障
害
者
歯
科
医
療
に
つ
い

て
も
意
見
交
換
を
し
た
。

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
に
つ
い

て
、
業
界
ご
と
の
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
対
策
の
手
順
書
を
産
業

労
働
局
が
通
知
す
る
予
定
に

な
っ
て
い
る
と
の
情
報
提
供

が
あ
り
、
実
際
に
通
知
さ
れ

た
際
に
は
、
効
果
が
見
込
め

る
か
、
実
行
性
が
あ
る
か
な

ど
意
見
を
寄
せ
て
ほ
し
い
と

要
望
が
出
さ
れ
た
。

た
要
求
も
必
要
だ
ろ
う
。

こ
こ
で
は
、
患
者
層
や
患
者

の
視
点
か
ら
、
次
期
改
定
の
要

求
の
方
向
性
を
考
え
て
み
る
。

◆
患
者
層
か
ら
み
る
ポ
イ
ン
ト

今
年
７
月
に
厚
生
労
働
省
が

公
表
し
た
「
医
療
給
付
実
態
調

査
」（
２
０
２
３
年
度
調
査
）

か
ら
、
全
国
の
レ
セ
プ
ト
件
数

物
価
や
人
件
費
の
高
騰
な
ど

の
影
響
で
多
く
の
医
療
機
関
の

経
営
は
苦
し
い
。
次
期
診
療
報

酬
改
定
の
大
幅
な
引
き
上
げ
が

求
め
ら
れ
る
が
、
患
者
の
動
向

や
疾
病
構
造
の
変
化
に
注
目
し

―
厚
労
省
資
料
か
ら
歯
科
の
現
況
を
考
え
る
―

《
都
民
フ
ァ
ー
ス
ト
の
会
》

《
共
産
党
都
議
団
》

策
を
考
え
て
い
る
か
」
と
い
う

質
問
に
、
都
民
フ
ァ
ー
ス
ト
の

会
か
ら
は
、「
一
部
自
治
体
の

先
進
的
な
取
り
組
み
を
横
展
開

で
き
る
よ
う
な
事
例
の
周
知
や

技
術
的
支
援
を
行
い
、
都
内
全

域
で
必
要
な
対
応
が
可
能
と
な

る
よ
う
調
整
す
る
」
と
回
答
を

得
た
こ
と
に
対
し
、
進
捗
を
質

問
し
た
と
こ
ろ
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ
ー
ム
を
作
る
な
ど
組
織
づ

く
り
を
進
め
て
い
る
」
と
現
状

の
説
明
が
あ
っ
た
。

患
者
の
視
点
で
考
え
る

患
者
の
視
点
で
考
え
る

診
療
報
酬
の
引
き
上
げ
の
必
要
性

診
療
報
酬
の
引
き
上
げ
の
必
要
性

シンポジウムで意見交換をする
松久氏（左）と河野氏

0

5,000,000

10,000,000

15,000,000

20,000,000

25,000,000

女性
男性

全体

   1
00~    

  

95~99
90~94

85~89
80~84

75~79
70~74

65~69
60~64

55~59
50~54

45~49
40~44

35~39
30~34

25~29
20~24

15~19
10~14

 5~ 9
 0~ 4

図１　レセプト件数の年齢推移（2023 年度）
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Ａ１　これまで「扶養内で働くために年収103万
円以内」として勤務時間を調整するスタッフが勤
務している歯科医院の場合は影響があります。今
回の改正により、基礎控除が現在の48万円から58
万円に、給与所得控除は年収が低い層に適用され
る「最低保障額」が現在の55万円から65万円にそ
れぞれ引き上げられました。さらに、年収200万
円以下の人は、基礎控除をさらに37万円上乗せし
て95万円とします。これによって、所得税の課税
最低限度額は160万円へ引き上げられました。下
表をご確認ください。
　また、19歳以上23歳未満の方を扶養する世帯の
税負担を軽減する「特定扶養控除」の年収要件も
見直されました。これまでは、19歳以上23歳未満
の方の年収が103万円を超えると親が63万円の控
除を受けられなくなっていましたが、上限が150

業員数が51人以上の事業所では、週20時間以上勤
務するスタッフは、原則として厚生年金・健康保
険の加入対象となります。 50人以下の事業所で
は、常勤のスタッフと比べ、１週間の所定労働時
間と１カ月の所定労働日数が４分の３以上のスタ
ッフが対象です。スタッフにも制度変更の内容を
丁寧に説明しましょう。

ＱＱ２２　医院側に必要な手続きはあるか。　医院側に必要な手続きはあるか。

Ａ３　今回の改正は「扶養控除」に限った話では
なく、基礎控除・給与所得控除の拡充がを目指し
たものとなっています。したがって、歯科医師本
人の課税所得に応じて、所得税が軽減されます。
ただし、その所得水準が非常に高い場合には、こ
れらの控除が逓減する仕組みとなるため、ご自身
の状況に応じて年末調整や確定申告で確認するこ
とをお勧めします。
　国税庁も改正の概要を掲載しています。ＱＲで
ご覧になれます（下ＱＲ)。

経営・税務相談

Ｑ＆Ａ　No.433
“103万円の壁”撤廃で歯科医院への影響は？

 

  

協会の顧問弁護士と顧問税理士が回答いたします。 

（相続、賃借契約のトラブル、記帳や仕分け方法など何でもご相談ください） 
 

日日  時時：：１１００月１６日（木） 午後 2 時～5 時 

定定  員員：：６名（各３名。相談時間は 1 人 1 時間以内） 

場場  所所：：東京歯科保険医協会 会議室 

要要予予約約：：03－3205－2999（担当：経営管理部） 

※予約は、受付順とさせていただきます。 

 

無料相談トトララブブルル対対策策はは早早めめのの対対応応ががポポイインントト  

法法律律相相談談、、経経営営＆＆税税務務相相談談  

ＱＱ３３　歯科医師の院長本人にも税務上のメリッ　歯科医師の院長本人にも税務上のメリッ
トはありますか？トはありますか？

ＱＱ１１　「103万円の壁」がなくなったが、スタッ　「103万円の壁」がなくなったが、スタッ
フの働き方に影響があるか。フの働き方に影響があるか。

合計所得金額 基礎控除額
(収入が給与だけの場合の収入金額(注3)) 改正後(注1) 改正前

令和7.8年分 令和９年分以後
132万円以下　(200万3,999円以下) 95万円(注2)

48万円
132万円超　336万円以下　(200万3,999円超　475万1,999円以下) 88万円(注2)

58万円
336万円超　489万円以下　(475万1,999円超　665万5,556円以下) 68万円(注2)
489万円超　655万円以下　(665万5,556円超  850万円以下) 63万円(注2)
655万円超　2,350万円以下　(850万円超　2,545万円以下) 58万円

(注)１   改正後の所得税法第86条の規定による基礎控除額58万円に、改正後の
　　　  租税特別措置法第41条の16の２の規程による加算額を加算した額とな
　　　  ります。
　　2　58万円にそれぞれ37万円、30万円、10万円、５万円を加算した金額と
  　　　なります。なお、この加算は、居住者についてのみ適用があります。
　　3　特定支出控除や所得金額調整控除の適用がある場合には、
　　　  表の金額とは異なります。
　　4　合計所得金額2,350万円超の場合の基礎控除額に改正はありません。

【基礎控除額(改正された範囲)】

給与の収入金額
給与所得控除額

改正後 改正前
　　　　　　　　162万5,000円以下

65万円
55万円

162万5,000円超　180万円以下 その収入金額×40％ ‐ 10万円
　　 180万円超　190万円以下 その収入金額×30％+８万円

【給与所得控除額(改正された範囲)】

令和７年度税制改正による
所得税の基礎控除の見直し
等について（源泉所得税関係）

万円に引き上げられました。
　また、社会保険の加入要件も変更となります。
扶養認定を受ける者（2025年10月１日以降）が19
歳以上23歳未満の場合は、年間収入「130万円」
未満から年間収入「150万円」未満に変わります。
　これにより医院側は繁忙期に若年層のスタッフ
を確保しやすくなり、スタッフも希望に応じて収
入を増やせるメリットがあります。

Ａ２　年末調整で給与の支払いを受ける人から
「給与所得者の扶養控除等（異動）申告書」「給
与所得者の特定親族特別控除申告書」「給与所得
者の基礎控除申告書」「配偶者控除等申告書」の
受理と内容の確認を行ってください。
　また、勤務時間の増加により、社会保険の加入
義務が発生する可能性があります。東京の歯科医
院で該当するところは少ないと思われますが、従

機
関
紙
９
月
号
に
つ
い
て
、
通
信
員

50
名
の
便
り
の
中
か
ら
抜
粋
し
て
紹

介
し
て
い
ま
す
。

通
信
員
便
り

通
信
員
便
り 

№№
154154154154

◆
２
０
２
６
年
度
診
療
報
酬
改

定
で
は
ど
の
よ
う
な
内
容
を
望

ま
れ
ま
す
か
。

・
物
価
高
、
人
手
不
足
と
い
う

現
在
の
情
勢
に
見
合
っ
た
診

療
報
酬
引
き
上
げ
を
望
む

が
、
内
容
が
複
雑
に
な
ら
な

い
配
慮
が
ほ
し
い
。

・
最
低
賃
金
を
上
回
る
点
数
引

き
上
げ
が
必
要
。

・
物
価
高
を
反
映
し
た
改
定
。

せ
め
て
イ
ン
フ
レ
率
と
同
じ

で
。（
他
４
）

・
一
般
的
な
治
療
の
評
価
を
引

き
上
げ
る
こ
と
。（
他
１
）

・
処
置
内
容
を
ま
と
め
な
い
で

ほ
し
い
で
す
。

・
初
・
再
診
料
の
引
き
上
げ
。

（
他
１
）

◆
協
会
の
良
い
と
こ
ろ
、
メ
リ

ッ
ト
に
つ
い
て
、
思
う
と
こ
ろ

を
。

・
一
言
で
い
う
と
「
保
険
医
の

心
強
い
味
方
」
で
す
。

・
保
険
診
療
で
頼
る
こ
と
が
で

き
る
唯
一
無
二
の
存
在
だ
と

思
い
ま
す
。

・
レ
セ
プ
ト
提
出
や
保
険
点
数

算
定
で
困
っ
た
際
、
い
つ
も

頼
り
に
な
る
存
在
で
す
。

・
す
ぐ
に
自
分
の
疑
問
に
答
え

て
く
れ
る
の
で
感
謝
し
て
い

る
。
迅
速
に
対
応
し
て
く
れ

る
の
で
保
険
、
税
務
、
労
務

な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
を
未
然
に

回
避
で
き
る
。
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保険診療の請求事務、返戻・減点、指導、経営・税務、共済制度などについてのご相談はお気軽に協会まで。☎03（3205）2999　℻03（3209）9918

研究会・行事ご案内研究会・行事ご案内
＊＊１１　東京歯科保険医協会：新宿区高田馬場１－29－８ いちご高田馬場ビル６階　

交　通　ＪＲ山手線・西武新宿線「高田馬場駅」（戸山口）より徒歩３分
 　　　　東京メトロ東西線「高田馬場駅」（３番出口）より徒歩５分

＊＊２２　ワイム貸会議室高田馬場：新宿区高田馬場１－29－９ ＴＤビル （交通は上記「＊1」と同じ）
＊＊３３　Ｗｅｂ開催・配信はＺｏｏｍウェビナーを使用します。

歯冠補綴治療における口腔内スキャナーの有用性歯冠補綴治療における口腔内スキャナーの有用性

— 保険導入されたCAD/CAMインレーへの応用 —— 保険導入されたCAD/CAMインレーへの応用 —

　近年の歯科医療はデジタル技術による改変が著しい。その中で、ＣＡＤ
／ＣＡＭを用いた補綴装置の製作、そして、昨年よりインレー限局ではあ
るが口腔内スキャナーを用いた光学印象が保険収載され、いよいよデジタ
ル化の幕開け時代となりました。
　本講演では歯冠補綴治療における口腔内スキャナーの有効な使用につい
て、特に保険収載された光学印象によるＣＡＤ／ＣＡＭインレー時に必要
となる基礎的内容から臨床に役立つポイントなどを分かりやすく解説しま
す。（講師より）

日　時　12月18日（木）午後７時～９時
講　師　星 憲幸 氏
　　　　　（神奈川歯科大学口腔デジタルサイエンス学分野 教授）
会　場　東京歯科保険医協会会議室（＊１）・Ｗｅｂ配信（＊３）
定　員　会場参加：18名、Ｗｅｂ参加：500名
対　象　会員とそのスタッフ
参加費　会場参加の場合、同伴者１名につき１, ０００円
予　約　右のＱＲからお申し込みください。
担　当　社保・学術部 予約フォーム

第 第 ２２ 回 学 術 研 究 会 回 学 術 研 究 会

院 内 感 染 防 止 対 策 講 習 会

　歯科点数表の初診料の注１に規定する施設基準（歯初診）、および歯科
外来診療感染対策加算１（外感染１）の施設基準に対応（対象施設基準：歯
初診、外感染１）。
　※歯初診は、院内感染防止対策に係る標準予防策および新興感染症
　　に対する対策の研修を４年に１回以上、定期的に受講していない場
　　合、当該施設基準について辞退届を提出する必要がありますのでご
　　注意ください。

日　時　 第３回　10月15日（水）午後１時～２時10分
　　　　第４回　12月17日（水）午後１時～２時10分
講　師　濱﨑 啓吾 氏（東京歯科保険医協会 理事）
会　場　Ｗｅｂ開催　（＊３）
定　員　500名
対　象　会員
参加費　１，０００円
修了証　講習会後の確認テストで合格した方に発行し、
　　　　メールでお送りします。
予　約　右のＱＲからお申し込みください。
担　当　社保・学術部

デンタルブックから
お申し込みください

歯 初 診 の 新規届出 ・ 更新を希望する方向け歯 初 診 の 新規届出 ・ 更新を希望する方向け

施設基準のための講習会施設基準のための講習会 第１回経営管理研究会 補助金・助成金セミナー補助金・助成金セミナー

歯科診療所が活用できる補助金・助成金・支援金歯科診療所が活用できる補助金・助成金・支援金
その最新情報と申請のポイントその最新情報と申請のポイント

日　時　10月22日（水）午後６時30分～８時30分
講　師　西岡 敦 氏（行政書士／西岡敦行政書士事務所 代表）
　　　　岡田 尚彦 氏(東京歯科保険医協会　理事)
会　場　東京歯科保険医協会会議室（＊１）
定　員　残席わずか　36名（Ｗｅｂ配信はありません）
対　象　会員、会員診療所の経理担当者
参加費　無料
予　約　右のＱＲからお申し込みください。
担　当　経営管理部

予約フォーム

　歯科診療所の経営力強化や設備投資を支援するための、最新の補助金・助
成金・支援制度を専門家が解説します。申請のポイントから採択事例までを
お話しいたします。

　経営改善に直結する実践的な内容でお届けします。「補助金・助成金を活
用したことがない」「どのように活用したらいいかわからない」など、初め
て補助金・助成金を申請する方のご参加も大歓迎です。この機会にぜひご参
加ください。

★解説予定の主な制度★
 •国の３大補助金（ものづくり補助金・新事業進出補助金・IT導入補助金）
 •東京都独自の最大800万円助成金
 •在宅歯科医療設備整備事業（最大363万円・補助率２／３）
 •オンライン資格確認導入支援

　日ごろの診療の中で、「かかりつけの患者が増えたら…」「他院はどう算定
しているのだろう」「算定漏れがあるかも」と感じることはありませんか？
　今回の懇談会では、子どもから大人までかかりつけ患者の継続管理に関
わる点数と、増点につながる算定のコツを、具体的な請求例や返戻をもと
にお伝えし、懇談を深めます。
　現場ですぐ活かせるヒントを意見交換しましょう。お近くの先生はぜひ
ご参加ください。
　※申し込み時のアンケートで具体的に聞きたい点や悩みなどを募り、
　　その内容をもとに懇談します。

2025年度会員地区懇談会2025年度会員地区懇談会
「 日 々 の 診 療 を 踏 ま え た 、「 日 々 の 診 療 を 踏 ま え た 、
増 点 に つ な が る 算 定 の コ ツ増 点 に つ な が る 算 定 の コ ツ を 考 え る 」を 考 え る 」

～ 請 求 事 例 と 返 戻 対 策 を 交 え て ～～ 請 求 事 例 と 返 戻 対 策 を 交 え て ～

多摩地区 城東地区 城南地区

日時 10月23日（木）
午後７時～９時

10月31日（金）
午後７時～９時

11月５日（水）
午後７時～９時

会 場
女性総合センター
（第３学習室）

立川市曙町２－３６－２

シアター 1010
（視聴覚室）

足立区千住３̶９２
千住ミルディスⅠ番館

きゅりあん
（大会議室）

品川区東大井５－１８－１

講　師　協会講師団
対　象　会員（参加は会員本人のみです）
参加費　無料
予　約　右のＱＲからお申し込みください。
担　当　組織部 予約フォーム

第 第 １１ 回 地 域 医 療 研 究 会 回 地 域 医 療 研 究 会

「 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン ・ 栄 養 ・「 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン ・ 栄 養 ・

口 腔口 腔 連 携 の 重 要 性 」連 携 の 重 要 性 」

予約フォーム

日　時　11月27日（木）午後７時～９時
講　師　若林 秀隆 氏
　　　　  （東京女子医科大学病院リハビリテーション科 教授・診療部長）
会　場　東京歯科保険医協会会議室（＊１）・Ｗｅｂ配信（＊３）
定　員　会場15名・Ｗｅｂ450名
対　象　会員本人
参加費　無料
予　約　右のＱＲからお申し込みください。
担　当　地域医療部

　患者さんの栄養状態が気になったことはありますか？
　歯周治療や補綴だけでなく、栄養やリハビリとの連携を視野に入れた歯科
治療が求められる時代です。
　そこで、今回は若林秀隆先生を講師に招き、どのような歯科介入がリハビ
リの成果やＡＤＬ・ＱＯＬの向上に寄与するのかについて、ご
講演いただきます。ぜひ、ご参加ください。概要は予約フォー
ムからご覧ください。

歯初診 ・ 外安全 １ ・ 外感染 ２ ・ 口管強 ・ 歯援診の歯初診 ・ 外安全 １ ・ 外感染 ２ ・ 口管強 ・ 歯援診の
施設基準を新たに届け出る方向け施設基準を新たに届け出る方向け

　この講習会は５種類（または３種類）の施設基準に必要な研修を１日で受
講できる講習会です。
　医療法で定められている年２ 回の医療安全講習会にも対応しています。
（対象施設基準：歯初診、外安全１、外感染２、口管強、歯援診）

第４回施設基準のための講習会

【詳細】
日　時　12月14日（日）
①のコース　歯初診、外安全１、外感染２、口管強、歯援診…午後１時～６時30分
②のコース　歯初診、外安全１、外感染２　　　　　　　　…午後４時～６時30分

講　師　繁田 雅弘 氏（東京慈恵会医科大学精神医学講座 名誉教授）
　　　　坂下 英明 氏  （明海大学 名誉教授／朝日大学 客員教授／我孫子聖仁会病院 口腔外科センター長）
　　　　馬場 安彦 氏（東京歯科保険医協会 副会長）
　　　　森元 主税 氏（東京歯科保険医協会 理事）
会　場　ワイム貸会議室高田馬場４Ｆ（＊２）
定　員　100名
対　象　会員（新規に施設基準を届け出る医療機関）
参加費　①のコース　８，０００円（修了証代込）
　　　　②のコース　５，０００円（　　〃　　）
予　約　右のＱＲからお申し込みください。

予約フォーム



―前編では医院をM＆Aで譲渡したことについて触れました。実際の
M＆Aの手続きについて教えてください。

M&A業者２社に登録して、譲渡先１件と面談、もう１件からもオフ
ァーをいただきましたが、これは残念ながらお断りしました。その後
に最終的な譲渡先からのオファーがありましたので、計３～４件ほど
の中から決めていった形です。譲渡に当たっては、「承継ノート」を
作り、必要な情報をまとめました。また、従業員に対しては、従来の
雇用条件を維持する方向性を伝えていたので、その点は問題なく進め
ることができました。

―譲渡先とはどのようなやり取りを。

これまでは個人の歯科医院ということもあり、慣習的にやってきた
ルールなどを改めて明文化する作業が必要で、ここが譲渡先との調整
に時間を要した部分でした。過去に出した施設基準の届出書類などを
揃えたり、譲渡先の医院に共有したりすることや、従業員の雇用契約
書について合意形成を図る作業も大変でした。分からない点は、関係
機関や業者などに問い合わせ、確認しながら解決しました。

―歯科医院には取引業者も多いと思いますが、そのあたりの連絡は。

３年くらい前から「いつになるかわからないけど、引退する方向で
す」と雑談の中でなんとなく業者さんに伝えていました。また、引き
継いでくださった院長先生が、私が引退することを改めて業者さんに
周知してくれていて、担当者などからお礼のメッセージなどをいただ
きました。

「どうすれば良いのか」窮地で頼った協会「どうすれば良いのか」窮地で頼った協会

―会員として23年、協会に入会した理由は？

手頃な会費で相談に応じてくれるので、開業当初に入会を決めまし
た。返戻や医院経営の相談ですごく重宝していました。助成金申請で
も手続きが分かりづらく、「どこから手を付ければいいの？」という
状態の時にサポートしていただいたので良かったと思っています。そ
して、特にお世話になったのは自院に税務調査が入った時でした。当
時は、診療をしながら、毎日のように税務署への対応もするため、ど
うすれば良いのか分からず困っていました。そこで協会に相談したと
ころ、税理士さんを紹介してくださいました。それまでは自分だけで
税務処理をやっていて不足していた部分があったので、すごく助かり
ました。それ以降、その税理士さんと顧問契約をして支えてもらいま
した。

―講習会にもよく参加されたとか。

協会の講習会は夜に行われることが多いので、土日に診療していた
りトライアスロンのトレーニングをしている私からすると、とても参
加しやすく利用していました。医院の譲渡にあたっても協会主催の経
営管理研究会「歯科医院の事業承継・継承の実態とポイント」（２０
２３年12月開催）を受講して、参考にさせてもらいました。

宮 優子宮 優子さん（宮歯科クリニック） さん（宮歯科クリニック） ーー後編後編ーー

―三大共済制度（グループ生命保険、休業保障、保険医年金）も活用
していただきました。

かつて主人が亡くなった際に、保険に何も入っていなかったんで
す。最初は風邪のような症状でしたが、なかなか治らずに「今年の風
邪は長引くね」と話していた矢先に脳炎で倒れその半年後に亡くなり
ました。その時に強く感じたのが、自分に何かあった時に子どもたち
や周囲に迷惑はかけられないということでした。それからは、とにか
く万が一に備えようと、グループ生命保険や休業保障にも加入しまし
た。保険医年金は、貯金をする感覚で加入していてその面ですごく良
かったと感じています。

―現在も歯科医師として従事する同世代の先生にメッセージを。

歯科界はますますDX化が進み、この数年でも大きな変化がありま
した。私はその波についていけなかった一人だと思っています。デジ
タル機器を扱えずにイライラしたり、「やらなきゃいけないけど、ど
うすればいいの」というのが当たり前でした。でも娘に聞くと、私が
半日かけて悩んでいたことを10分で解決してしまう。なんだかガック
リしちゃうことも多くありました。そうした世の中の流れの中で現在
も診療にあたる先生方は、本当に尊敬しています。今は心が壊れてし
まうことも多い時代です。私も長年の診療姿勢が悪く腰椎が変形しま
したが、歯科医師は身体に不具合が生じやすいと思うんです。だから
こそ、もし経済的に許すのであれば、無理はしないでいてほしいと願
っています。また、“仕事が趣味”という先生も多い業界ですが、気持
ちを切り替えられる趣味などがあれば良いのかなと思っています。

―ありがとうございました。

　「どうすれば良いのか」窮地で頼った窮地で頼った協会協会

退き際の思考 歯科医師をやめる歯科医師をやめる
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　「どうすれば良いのか」　「どうすれば良いのか」

退き際の思考退き際の思考退き際の思考

退き際の思考退き際の思考
過去の連載はHPで公開中過去の連載はHPで公開中

　歯科医師としての“引退”に着目した本企画。すでに歯科医療の第　歯科医師としての“引退”に着目した本企画。すでに歯科医療の第

一線を退いた先生らにお話を伺い、引退を決意した理由や医院承継、一線を退いた先生らにお話を伺い、引退を決意した理由や医院承継、

閉院の苦労などを深堀りする。今回は、今年閉院の苦労などを深堀りする。今回は、今年４４月をもって歯科医師を月をもって歯科医師を

引退した宮優子先生（68歳）の後編。医院の譲渡や、協会との関わりに引退した宮優子先生（68歳）の後編。医院の譲渡や、協会との関わりに

ついて伺った。ついて伺った。

編集後記編集後記
　酷暑続く８月中旬、乗り慣れたロードバイクで颯爽と姿を現し
た宮先生。事前に確認していた白衣姿の雰囲気とは異なり、少々
戸惑った。聞けば、トライアスロンでは数々の大会に出場し、同
世代では国内“敵なし”のレベルにまで上り詰めたのだそう。夫
を亡くし、失意の底にあった時にも走ることで悲しみを和らげた。
　古傷もあり、今では以前のように身体を動かせないと明かす
が、それでも目指すは“生涯現役”。取材後に襲った夕立も何のそ
の、再び勢いよくペダルを踏み、その場を後にした。

診療所でのサプライズ誕生会で
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９月末で国保保険証が期限切れ
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「運動本部」 とは「運動本部」 とは

保険診療の充実に政治への関与は不可欠
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を
報
告
（
共
産

党
、
都
民
フ
ァ
ー
ス
ト
）、

③
資
格
確
認
書
の
全
員
交
付

を
求
め
る
陳
情
・
要
請
報

告
、
④
「
も
う
限
界
💢
平
和

と
社
会
保
障
を
立
て
直
せ
！

９
・
25
い
の
ち
ま
も
る
総
行

動
」、
⑤
診
療
報
酬
の
大
幅

引
き
上
げ
を
求
め
る
署
名
の

取
り
組
み
（
９
月
16
日
〜
11

月
20
日
）、
⑥
物
価
高
騰
対

応
重
点
地
方
創
生
臨
時
交
付

金
の
活
用
を
求
め
る
要
望
書

の
提
案
な
ど
を
協
議
。

【
保
団
連
会
議
関
連
】「
地

域
か
ら
医
療
を
な
く
す
な
！

緊
急
決
起
集
会
」（
10
月
12

日
）
の
開
催
、
医
療
機
関
経

営
実
態
調
査
の
実
施
を
確

認
。【

定
期
総
会
】

２
０
２
６

年
６
月
14
日
㈰
に
第
54
回
定

期
総
会
を
開
催
す
る
こ
と
を

確
認
。

【
機
関
紙
の
企
画
】　

10
月

１
日
号
（
第
667
号
）
の
企
画

案
を
確
認
。

【
組
織
の
現
勢
】

９
月
１

日
付
け
会
員
数
６
千
31
名

（
入
会
15
名
、退
会
16
名
）。

2025年度
第８回
理事会

協
会
活
動
日
誌
２
０
２
５
年
９
月

  2  火   第 5 回広報・ホームページ部会
  3  水   2026年度東京都予算要請、2026
              年度東京都予算編成への要望に関
                する日本共産党東京都議会議員団
                との懇談、第 4回経営管理部会
  5  金   第 6 回総務会議
  8  月   第 4 回地域医療部会、都民ファ
            ーストの会東京都議団2026年度
            予算要望ヒアリング
  9  火  第 5 回共済部会

10  水  第 3 回医事相談部会
11  木  第 8 回理事会
12  金  第 3 回メディア懇談会
16  火  第 4 回社保･学術部会
17  水  休保審査会（医科）
18  木  会員無料相談デー
19  金  第 2 回政策委員会
24  水  第 4 回組織部会
27  土  休保審査会（全国）
28  日  新規開業医講習会

東
京
歯
科
保
険
医
協
会
に
は

「
運
動
本
部
」
と
呼
ば
れ
る
部

署
が
あ
り
ま
す
。
協
会
探
訪
の

第
２
回
は
、
こ
の
運
動
本
部
を

取
り
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

運
動
本
部
は
１
９
９
７
年
に

「
こ
れ
か
ら
も
続
く
医
療
保
険

改
革
に
対
し
、
理
事
会
が
総
力

を
あ
げ
て
、
そ
の
反
対
、
改
善

運
動
に
取
り
組
め
る
よ
う
位
置

づ
け
設
置
し
た
」
部
署
で
す
。

「
国
民
と
わ
れ
わ
れ
歯
科
医
師

が
共
同
し
て
保
険
診
療
を
充
実

さ
せ
よ
う
」
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ

ン
を
、
医
療
運
動
の
面
か
ら
進

め
る
、
協
会
機
構
の
中
で
も
特

別
な
位
置
づ
け
と
な
っ
て
い
ま

す
。現

在
の
運
動
本
部
は
社
会
保

障
制
度
、
医
療
保
険
制
度
の
改

善
・
拡
充
の
ほ
か
、
国
民
が
安

心
し
て
医
療
機
関
を
受
診
で
き

る
た
め
の
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。
医
療
保
険
制

度
や
診
療
報
酬
の
改
善
・
拡
充

に
つ
い
て
は
、
地
域
医
療
や
臨

床
の
現
場
で
起
き
て
い
る
実
態

や
抱
え
て
い
る
問
題
を
明
ら
か

に
し
、
署
名
や
現
場
の
声
と
と

も
に
、
国
、
東
京
都
、
国
会
議

員
や
都
議
会
議
員
、
関
係
行
政

機
関
に
対
し
要
請
や
懇
談
な
ど

の
活
動
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
国
民
が
安
心
し
て
医

療
機
関
を
受
診
で
き
る
よ
う
に

す
る
活
動
で
は
、
窓
口
負
担
の

軽
減
や
改
善
、
そ
し
て
患
者
さ

ん
が
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
安

心
し
て
医
療
・
介
護
を
受
け
ら

れ
る
医
療
提
供
体
制
を
作
る
こ

と
を
求
め
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
皆
さ
ん
は
、
歯
科

医
療
に
か
か
わ
る
国
会
質
問
・

答
弁
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
か
。
例
え
ば
22
年
10
月
19
日

に
行
わ
れ
た
第
210
回
国
会
参
議

院
予
算
委
員
会
で
、
比
嘉
奈
津

美
参
議
院
議
員
（
当
時
）
か
ら

歯
科
医
療
に
対
す
る
考
え
を
問

わ
れ
た
当
時
の
内
閣
総
理
大
臣

の
岸
田
文
雄
氏
は
、「
口
腔
の

健
康
は
、
全
身
の
健
康
に
つ
な

が
る
。
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま

で
質
の
高
い
生
活
を
営
む
た
め

に
、
口
腔
の
健
康
が
極
め
て
重

要
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま

す
。
政
府
と
し
て
は
、
生
涯
を

通
じ
た
歯
科
健
診
の
実
現
に
向

け
た
、
具
体
的
な
検
討
を
進
め

る
な
ど
、
今
後
と
も
歯
科
口
腔

保
健
に
関
す
る
施
策
を
積
極
的

に
推
進
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
」
と
答
弁
し
て
い

ま
す
。

こ
の
よ
う
に
予
算
委
員
会
で

は
予
算
の
内
容
だ
け
で
は
な

く
、「
い
ま
優
先
し
て
考
え
る

べ
き
課
題
」「
判
断
や
意
思
決

定
を
必
要
と
す
る
重
要
な
論

点
」
な
ど
で
質
疑
応
答
が
行
わ

れ
る
こ
と
が
多
々
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
国
会
の
審
議
プ
ロ

セ
ス
を
経
て
、
年
度
末
の
３
月

末
頃
に
国
の
予
算
が
採
決
さ
れ

ま
す
。
保
険
診
療
の
た
め
の
予

算
も
同
様
で
す
。
た
だ
し
、
診

療
報
酬
に
関
し
て
は
、
次
年
度

政
府
予
算
案
の
中
の
要
求
項
目

と
し
て
扱
わ
れ
ま
す
。
診
療
報

酬
改
定
率
は
、
毎
年
12
月
下
旬

に
、
厚
労
大
臣
と
財
務
大
臣
の

間
で
決
定
さ
れ
、
そ
れ
に
基
づ

き
中
医
協
な
ど
で
の
検
討
を
経

て
診
療
報
酬
の
内
容
が
決
ま
っ

て
い
き
ま
す
。

私
が
大
学
を
卒
業
し
て
歯
科

医
師
に
な
っ
た
ば
か
り
の
と
き

は
、「
私
た
ち
は
治
療
に
専
念

し
て
い
れ
ば
良
い
の
に
、
ど
う

し
て
国
政
と
関
係
あ
る
の
？
」

と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
保
険

診
療
の
仕
組
み
を
知
る
よ
う
に

な
っ
て
か
ら
、
徐
々
に
こ
の
点

を
理
解
し
始
め
ま
し
た
。
保
険

医
の
先
生
方
と
国
民
の
方
々
に

分
か
り
や
す
く
、
か
つ
健
康
増

進
に
つ
な
が
る
保
険
診
療
を
実

現
す
る
た
め
に
は
、
国
に
そ
の

必
要
性
を
理
解
し
て
も
ら
う
必

要
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
そ

の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
と
っ
て

い
る
の
が
運
動
本
部
で
す
。

東
京
歯
科
保
険
医
協
会
で

は
、
歯
科
保
険
医
療
の
拡
充
が

必
要
で
あ
る
こ
と
な
ど
を
、
国

会
議
員
が
理
解
を
深
め
ら
れ
る

よ
う
議
員
会
館
に
足
を
運
び
懇

談
や
国
会
内
学
習
会
を
行

い
、
請
願
署
名
を
届
け
て
い
ま

す
。こ

の
よ
う
な
こ
と
か
ら
「
保

険
診
療
の
充
実
に
政
治
へ
の
関

与
は
不
可
欠
」
で
あ
る
の
で

す
。

◆
来
年
3
月
ま
で
は

　

オ
ン
資
で
資
格
確
認

  

「
資
格
情
報
の
お
知
ら
せ
」

は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
シ

ス
テ
ム
（
以
下
、
オ
ン
資
）
未

導
入
の
医
療
機
関
を
受
診
し
た

場
合
な
ど
で
も
資
格
確
認
が
で

き
る
よ
う
、
マ
イ
ナ
保
険
証
と

一
緒
に
持
参
す
る
も
の
だ
。
た

だ
、
暫
定
的
な
措
置
と
し
て
、

来
年
３
月
ま
で
は
、「
資
格
情

報
の
お
知
ら
せ
」
の
み
で
も
国

保
の
患
者
は
オ
ン
資
を
用
い
て

資
格
確
認
で
き
る
。

　
オ
ン
資
に
よ
る
資
格
確
認
の

流
れ
は
、
①
メ
ニ
ュ
ー
画
面
の

「
保
険
証
／
処
方
箋
で
確

認
」
を
ク
リ
ッ
ク
、
②
「
資
格

情
報
の
お
知
ら
せ
」
に
あ
る
保

険
者
番
号
等
を
入
力
、
③
検
索

一
覧
か
ら
該
当
者
を
選
択
、
④

資
格
情
報
を
入
手
―
と
な
る
。

　
ま
た
、
有
効
期
限
切
れ
の
健

康
保
険
証
を
持
参
し
た
国
保
の

患
者
の
場
合
も
、
来
年
３
月
末

ま
で
は
同
じ
扱
い
で
あ
る
。

　
な
お
、
社
保
の
患
者
の
場
合

は
、
健
康
保
険
証
が
使
用
で
き

る
の
は
最
大
で
今
年
12
月
１
日

ま
で
で
あ
る
。

◆
マ
イ
ナ
保
険
証
を
使
う

　

必
要
性
は
ど
こ
に
？

　
「
資
格
情
報
の
お
知
ら
せ
」

や
有
効
期
限
切
れ
の
保
険
証
で

も
資
格
確
認
で
き
る
の
で
あ
れ

ば
、
顔
認
証
付
き
カ
ー
ド
リ
ー

ダ
ー
（
以
下
、
Ｃ
Ｒ
）
を
導
入

し
て
ま
で
、
マ
イ
ナ
保
険
証
を

使
う
必
要
が
あ
る
の
だ
ろ
う

か
。

　
〝
な
り
す
ま
し
〞
が
懸
念
さ

れ
る
場
合
、
オ
ン
資
に
表
示
さ

れ
る
住
所
な
ど
の
情
報
を
用
い

る
こ
と
で
本
人
確
認
は
可
能

だ
。
マ
イ
ナ
保
険
証
で
あ
っ
て

も
暗
証
番
号
を
共
有
さ
れ
れ

ば
、
な
り
す
ま
し
を
防
ぐ
こ
と

は
困
難
。
ま
た
、
Ｃ
Ｒ
は
買
い

替
え
が
必
要
だ
が
、
そ
れ
に
補

助
金
は
な
い
。
そ
れ
な
ら
、
全

患
者
に
資
格
確
認
書
を
送
付

し
、
そ
れ
を
用
い
て
オ
ン
資
で

資
格
確
認
す
る
仕
組
み
の
方

が
、
な
り
す
ま
し
を
防
止
で

き
、
コ
ス
ト
削
減
に
つ
な
が
る

の
で
は
な
い
か
。

◆
全
て
の
国
保
患
者
に

  

「
資
格
確
認
書
」
の
交
付
を

　
協
会
は
、
現
場
の
混
乱
を
解

決
す
べ
く
、
東
京
都
と
全
区
市

町
村
に
対
し
、
全
て
の
国
保
患

者
に
資
格
確
認
書
の
交
付
を
求

め
る
陳
情
や
要
望
を
行
っ
て
い

る
。
資
格
確
認
を
巡
る
ト
ラ
ブ

ル
な
ど
で
お
困
り
の
際
は
、
迷

わ
ず
、
協
会
ま
で
ご
相
談
い
た

だ
き
た
い
（
☎
０
３
―
３
２
０

５
―
２
９
９
９
）。

第第
１１
回
ス
タ
ッ
フ
講
習
会

回
ス
タ
ッ
フ
講
習
会

　
　
　
　
　

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
な
ど
に
基
づ
く
医
院
ご
と
の
対
策
を

    
感
染
予
防
対
策
を
ア
ッ
プ
デ
ー
ト

感
染
予
防
対
策
を
ア
ッ
プ
デ
ー
ト

会場の模様と講演中の片山章子氏

協
会
は
８
月
27
日
、
歯
科
診

療
所
勤
務
の
歯
科
衛
生
士
で
一

般
社
団
法
人
日
本
医
療
機
器
学

会
認
定
第
２
種
滅
菌
技
士
®
の

資
格
も
持
つ
片
山
章
子
氏
を
講

師
に
招
き
、
第
１
回
ス
タ
ッ
フ

講
習
会
（
歯
科
衛
生
士
・
助
手

向
け
感
染
予
防
セ
ミ
ナ
ー
）

「
洗
浄
か
ら
滅
菌
ま
で
感
染
予

防
対
策
を
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
！
自

院
の
環
境
に
最
適
な
感
染
予
防

対
策
を
考
え
る
講
習
会
」
を
開

催
し
た
。
会
場
の
協
会
会
議
室

に
は
、
歯
科
衛
生
士
、
歯
科
助

手
、
受
付
ス
タ
ッ
フ
計
27

名
が
参
加
し
た
。
そ
の
う

ち
９
名
は
臨
床
経
験
が
１

年
未
満
で
あ
っ
た
が
、
10

年
目
以
上
の
参
加
者
も
10

名
が
足
を
運
ん
だ
。
ま

た
、
参
加
理
由
で
は
「
先

生
か
ら
勧
め
ら
れ
た
か

ら
」
が
最
も
多
か
っ
た

が
、「
テ
ー
マ
が
面
白
そ

う
」「
感
染
対
策
の
勉
強
の

た
め
」
と
い
う
理
由
も
多

く
あ
り
、
感
染
予
防
対
策
が
関

心
の
高
い
分
野
で
あ
る
こ
と
が

示
唆
さ
れ
た
。

片
山
氏
は
、
勤
務
先
医
院
に

お
け
る
実
例
や
工
夫
を
交
え
な

が
ら
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
や
エ
ビ
デ

ン
ス
に
基
づ
い
た
対
策
方
法
に

つ
い
て
詳
細
に
説
明
し
、
特
に

①
感
染
成
立
の
３
つ
の
要
素

（
感
染
源
、
宿
主
、
感
染
経

路
）
の
連
鎖
を
断
ち
切
る
こ

と
、
②
清
潔
・
乾
燥
、
関
わ
る

人
の
意
識
、
③
装
備
（
マ
ス

ク
、
ゴ
ー
グ
ル
、
フ
ェ
イ
ス
シ

ー
ル
ド
、
グ
ロ
ー
ブ
）
の
取
り

扱
い
の
注
意
事
項
、
④
手
洗
い

の
基
本
事
項
、
⑤
診
療
中
の
清

潔
・
不
潔
の
区
別
、
⑥
診
療
後

の
洗
浄
、
消
毒
、
滅
菌
―
な
ど

に
注
意
を
促
し
た
。
特
に
、
作

動
中
の
オ
ー
ト
ク
レ
ー
ブ
内
部

の
動
画
は
興
味
深
い
も
の
だ
っ

た
。最

後
に
片
山
氏
は
、「
医
院

に
よ
っ
て
事
情
が
異
な
る
と
思

う
が
、
各
々
の
立
場
で
課
題
を

抽
出
し
、
根
拠
を
持
っ
て
改
善

策
を
考
え
実
行
し
て
ほ
し
い
」

と
要
望
し
締
め
く
く
り
、
有
意

義
な
講
習
会
と
な
っ
た
。

経
営
管
理
部
担
当
理
事

小
林
顕



私
は
現
在
、
協
会
の
医
科
歯

科
連
携
委
員
会
の
委
員
長
を
務

め
て
い
ま
す
。
こ
の
委
員
会

は
、
文
字
通
り
医
科
と
歯
科
の

連
携
を
目
的
と
し
て
活
動
し
て

お
り
、
当
協
会
と
東
京
保
険
医

協
会
（
須
田
昭
夫
会
長
）
で
年

1
回
な
い
し
２
回
の
研
究
会
を

開
催
し
て
い
ま
す
。
ご
存
知
の

通
り
、
高
齢
化
に
伴
っ
て
受
診

患
者
に
占
め
る
有
病
者
の
割
合

も
増
加
し
て
い
ま
す
。
必
然
的

に
我
々
、
歯
科
医
師
に
求
め
ら

れ
る
全
身
疾
患
に
関
す
る
知
識

の
量
も
質
も
増
し
て
き
て
い
ま

す
。
ま
た
、
患
者
の
か
か
り
つ

け
医
と
の
や
り
取
り
も
不
可
欠

で
す
。
そ
う
し
た
中
、
２
０
０

９
年
に
出
さ
れ
た
医
科
協
会
の

機
関
誌
の
特
別
号
「
医
科
歯
科

連
携
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
」
の
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
版
が
今
回
１
６
年

ぶ
り
に
発
刊
さ
れ
ま
す
。
歯
科

治
療
、
特
に
観
血
処
置
を
行
う

上
で
の
麻
酔
、
服
薬
な
ど
で
留

意
す
べ
き
点
の
ほ
か
、
最
新
の

糖
尿
病
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
や
在

宅
診
療
に
お
け
る
嚥
下
障

害
、
ま
た
医
科
歯
科
連
携
で
活

用
で
き
る
歯
科
診
療
報
酬
に
関

す
る
内
容
を
掲
載
す
る
予
定
で

す
。
ぜ
ひ
、
お
目
通
し
く
だ
さ

い
（「
月
刊
保
団
連
」
11
月
号

に
同
封
予
定
）。

私
も
開
業
し
て
30
年
に
な
り

ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
、
診
療
中

に
患
者
が
危
険
な
状
態
に
陥
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
た
だ
以
前
、
一
度
だ
け
糖

尿
病
患
者
が
低
血
糖
症
状
を
示

し
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
幸

い
、
常
備
し
て
い
た
ブ
ド
ウ
糖

の
ア
ン
プ
ル
を
舌
下
に
滴
下
し

て
緊
急
事
態
を
脱
し
ま
し

た
。
そ
の
他
に
も
麻
酔
処
置
後

貧
血
症
状
を
起
こ
す
な
ど
の
経

験
は
数
回
あ
り
ま
し
た
が
、
そ

の
都
度
、
必
要
な
対
処
を
行
い

事
な
き
を
得
て
お
り
ま
す
。

と
こ
ろ
で
近
年
は
、
開
業
当

初
と
比
較
し
て
患
者
の
年
齢
が

高
く
な
り
、
診
療
室
に
在
室
し

て
い
る
患
者
の
年
齢
が
時
に
は

85
歳
を
超
え
て
い
る
こ
と
が
あ

り
注
意
が
必
要
で
す
。
た
だ

し
、
高
齢
者
の
場
合
、
か
か
り

つ
け
の
内
科
医
を
お
持
ち
で
あ

る
こ
と
が
多
く
、
こ
ち
ら
か
ら

問
い
合
わ
せ
を
行
え
ば
、
そ
の

内
科
医
か
ら
病
態
や
留
意
す
べ

き
点
の
回
答
を
得
や
す
い
と
言

え
ま
す
。
そ
の
点
か
ら
言
え

ば
、
18
年
に
設
定
さ
れ
た
診
療

情
報
連
携
共
有
料
の
意
義
は
大

き
い
と
思
わ
れ
ま
す
。
６
月
に

行
わ
れ
た
研
究
会
で
説
明
に
立

っ
た
内
科
専
門
医
の
ド
ク
タ
ー

は
「
歯
科
治
療
が
患
者
に
与
え

る
侵
襲
の
大
き
さ
を
考
え
る

と
、
患
者
の
全
身
状
態
を
必
ず

把
握
し
て
行
っ
て
ほ
し
い
」
と

述
べ
て
い
ま
し
た
。

自
院
で
緊
急
時
の
た
め
に
常

備
し
て
い
る
ア
ド
レ
ナ
リ
ン
な

ど
の
注
射
薬
に
つ
い
て
は
、
使

用
期
限
を
定
期
的
に
チ
ェ
ッ
ク

し
て
必
要
に
応
じ
て
廃
棄
し
ま

す
。
そ
の
度
に
、
今
回
も
使
用

せ
ず
に
済
ん
だ
こ
と
に
胸
を
な

で
お
ろ
し
つ
つ
、
安
堵
し
て
お

り
ま
す
。
閉
院
す
る
そ
の
日
ま

で
未
使
用
で
あ
り
続
け
る
こ
と

を
願
っ
て
ま
た
新
し
い
薬
剤
と

交
換
し
ま
す
。

川本  弘
（理事／足立区）

有病者歯科治療
～私たちのできる事､できない事～

（８）第６６７号東 京 歯 科 保 険 医 新 聞 （毎月１回１日発行）２０２５年（令和７年）１０月１日 （第三種郵便物認可）

ホームページアドレス e-mailhttps:／／www.tokyo-sk.com／ info@tokyo-sk.com

東京都
生産性向上 ・職場環境
整備等支援事業ページ

※東京都ホームページに「よくある
質問」が公開されているので、ご活
用いただきたい（右QR）。東京都

物価高騰緊急対策
支援金ページ

東 京 都 支 援 金 情 報東 京 都 支 援 金 情 報

① Jグランツ申請

２０２６年１月５日（月） 交付申請兼実績報告受付開始
２０２６年１月16日（金） 交付申請兼実績報告受付締切
２０２６年３月以降 支援金支給

②書面申請
２０２５年９月16日までにwebによる事前申込を行わなかった医療機
関については、11月４日（火）から11月28日（金）の期間に、申請を行うこと
ができます。
　webによる事前申込受付開始
２０２６年１月５日（月） 交付申請兼実績報告受付開始
２０２６年１月16日（金） 交付申請兼実績報告受付締切※
２０２６年３月以降 支援金支給
交付申請兼実績報告書の内容を確認し、押印のうえ、印鑑証明書（個人事
業主の場合は印鑑登録証明書）を添付し郵送。

　東京都は、当初４月１日から９月30日までとしていた対象期間を、２０２
５年12月31日までの３ヵ月分を延長して実施することを決定した。これに
伴い、支援金額も7.8万円から11.7万円に増額された。
　また、延長に伴い、当初10月１日(水)から開始予定であった「Jグラン
ツ申請」の交付申請兼実績報告の受付期間は、２０２６年１月５日(月)か
ら１月16日(金)に変更された。あわせて留意されたい。

対象期間 ・ 申請期間が変更されました

歯科診療所の支援金は 1111.7万円.7万円

医療機関等物価高騰緊急対策支援金医療機関等物価高騰緊急対策支援金（2025年（2025年４４月～月～1212月分）月分）

全ての医療機関が対象全ての医療機関が対象

　東京都はホームページ上で、生産性向上・職場環境整備等支援金18万円
の申請方法や交付要項を公表し、申請を受け付けている。

申請期限：12月31日（水）まで
対　　象：２０２５年３月31日時点でベースアップ評価料を届け出ている
　　　　 医療機関
支給要件：◆ICT機器等の導入による業務効率化：

タブレット端末、離床センサー、インカム、Web会議設備、床ふ
きロボット、監視カメラ等の業務効率化に資する設備の導入
◆タスクシフト／シェアによる業務効率化：
医師事務作業補助者、看護補助者などの職員の新たな配置によ
るタスクシフト／シェア、給付金を活用したさらなる賃上げ
◆処遇改善を目的とした、既に雇用している職員の賃金改善

＊お問い合わせは協会またはコールセンター（☎０５７０-０１８-０８５）まで。

生産性向上・職場環境整備等支援事業生産性向上・職場環境整備等支援事業

申請開始／期限12月31日
支援金１８１８万円万円を歯科診療所に支給

２０２５２０２５年年３３月月3131日時点のベースアップ評価料届出医療機関が対象日時点のベースアップ評価料届出医療機関が対象

「保険でよい歯を」東京連絡会

イイ歯デー＆歯の供養祭開催イイ歯デー＆歯の供養祭開催

巣鴨のとげぬき地蔵尊｢高岩寺｣で

「
保
険
で
よ
い
歯
を
」
東
京

連
絡
会
で
は
毎
年
11
月
８
日
の

「
イ
イ
歯
デ
ー
」
に
ち
な
み
、

毎
年
11
月
上
旬
に
街
頭
宣
伝
を

行
っ
て
い
ま
す
。

今
年
は
11
月
９
日
㈰
に
巣
鴨

の
と
げ
ぬ
き
地
蔵
尊
高
岩
寺

に
て
、
イ
イ
歯
デ
ー
を
開
催
し

ま
す
。
ど
な
た
で
も
ご
参
加
い

た
だ
け
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
患
者

さ
ん
に
お
声
掛
け
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
会
員
の
先
生
や
ス

タ
ッ
フ
さ
ん
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
の
ご
参
加
も
募
っ
て
お
り
ま

す
。
ご
協
力
い
た
だ
け
る
方

は
、「
保
険
で
よ
い
歯
を
」
東

京
連
絡
会
宛(

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
３

―
３
２
０
５
―
２
９
９
９)

に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
歯
の
供
養
祭
に
つ
い
て
】

ご
自
宅
や
歯
科
医
院
に
保
管

さ
れ
て
い
る
入
れ
歯
や
抜
け
た

歯
を
お
預
か
り
し
、
お
寺
で
ご

供
養
い
た
し
ま
す
。
歯
科
診
療

所
で
保
管
さ
れ
て
い
る
入
れ
歯

や
、
抜
去
歯
、
供
養
を
希
望
さ

れ
る
患
者
さ
ん
の
入
れ
歯
を
収

集
し
、
11
月
３
日
㈪
ま
で
に

「
保
険
で
よ
い
歯
を
」
東
京
連

絡
会
（
新
宿
区
高
田
馬
場
１
―

29
―
８
い
ち
ご
高
田
馬
場
ビ
ル

６
Ｆ
東
京
歯
科
保
険
医
協
会

内)

に
ご
送
付
く
だ
さ
い
。
送

料
に
つ
い
て
は
発
送
元
の
ご
負

チラシ
お申し込み

｢保険でよい歯を｣
東京連絡会HP

第
３
回
メ
デ
ィ
ア
懇
談
会

マ
イ
ナ
保
険
証
の
混
乱
状
況
報
告

         

〝
一
人
技
工
所
〞の
高
齢
化
問
題
も

協
会
は
９
月
12
日
、
第
３
回

メ
デ
ィ
ア
懇
談
会
を
開
催
し

た
。
広
報
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
部

の
小
林
顕
部
長
が
進
行
を
務

め
、
馬
場
安
彦
副
会
長
が
議
題

の
説
明
を
担
当
し
、
メ
デ
ィ
ア

４
社
５
名
が
参
加
し
た
。
議
題

は
、
①
東
京
都
予
算
要
請
・
都

議
会
各
派
へ
の
要
請
、
②
マ
イ

ナ
保
険
証
・
健
康
保
険
証
関

連
、
③
診
療
報
酬
関
連
、
④
歯

科
技
工
問
題
な
ど
。

健
康
保
険
証
廃
止
後
の

医
療
機
関
の
混
乱

こ
の
う
ち
②
に
関
し
て
、
健

康
保
険
証
が
廃
止
さ
れ
た
場
合

に
予
想
さ
れ
る
医
療
機
関
で
の

混
乱
に
つ
い
て
質
問
が
上
が
っ

た
。
馬
場
副
会
長
は
、
現
在
で

も
身
体
的
な
ハ
ン
デ
ィ
か
ら
顔

認
証
が
で
き
な
い
患
者
が
存
在

す
る
こ
と
や
、
マ
イ
ナ
保
険
証

で
の
受
付
が
ス
ム
ー
ズ
に
で
き

な
い
患
者
へ
の
対
応
で
ス
タ
ッ

フ
の
業
務
量
が
増
え
て
い
る
こ

と
な
ど
を
指
摘
。
ま
た
、
資
格

確
認
方
法
の
混
在
に
よ
り
、
ス

タ
ッ
フ
が
混
乱
し
て
い
る
と
し

た
。

イベント内容
・歯科医師・歯科衛生士による健口講座

・老若男女楽しめるミニゲーム（ルピナス㈱協力）

・歯科技工士の仕事紹介

・歯の供養祭（大切に使ってきた入れ歯や歯をお

　　　　　   寺でご供養します）

・無料の歯科相談

歯
科
技
工
問
題
で
は

発
言
多
数

次
に
④
で
は
、
歯
科
技
工
士

や
歯
科
技
工
士
教
育
機
関
の
減

少
問
題
な
ど
で
懇
談
に
入
っ

た
。
参
加
者
か
ら
は
、
い
わ
ゆ

る
〝
一
人
技
工
所
〞
に
お
け
る

歯
科
技
工
士
の
高
齢
化
が
進
ん

で
い
る
と
の
指
摘
が
あ
り
、
こ

の
点
を
「
構
造
的
な
問
題
で
は

な
い
か
」
と
し
、
さ
ら
に
「
大

き
な
枠
組
み
の
課
題
が
放
置
さ

れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
世

の
中
的
に
こ
の
問
題
が
認
識
さ

れ
て
い
か
な
け
れ
ば
解
決
で
き

な
い
」
と
し
た
。
別
の
参
加
者

か
ら
は
、「
歯
科
技
工
問
題
の

大
き
な
要
因
は
、
保
険
点
数
よ

り
も
業
界
の
産
業
構
造
が
不
採

算
で
あ
る
こ
と
に
問
題
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
」
と
の
コ
メ
ン

ト
が
あ
っ
た
。

担
で
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
ご
供
養
に
は
費
用
の

負
担
は
あ
り
ま
せ
ん
。
入
れ
歯

な
ど
に
つ
い
て
い
る
金
属

は
、
精
錬
・
リ
サ
イ
ク
ル
し
ユ

ニ
セ
フ
な
ど
の
福
祉
団
体
に
寄

付
い
た
し
ま
す
。

【
チ
ラ
シ
の
ご
案
内
】

イ
ベ
ン
ト
の
詳
細
チ
ラ
シ
を

ご
希
望
の
方
は
、
左
記
Ｑ
Ｒ
か

ら
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。
院
内

掲
示
な
ど
ご
協
力
い
た
だ
け
る

方
に
は
郵
送
も
い
た
し
ま
す
。

「
保
険
で
よ
い
歯
を
」
東
京
連

絡
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
い
た
だ
け
ま
す
。

歯
の
供
養
祭祭

歯
の
供
養
祭

⽇

13:20

２
０
２
５
年

〜

⽉

⽇

13:00

９

11

使
わ
な
く
な
っ
た
﹁
⼊
れ
⻭
﹂
や
﹁
抜
け
た
⻭
﹂
の
供
養
祭
を
開
催
し
ま
す
︒

⻑
年
お
⼝
の
中
で
頑
張
っ
て
き
た
⻭
や
⼊
れ
⻭
を
⼼
を
込
め
て
供
養
い
た
し
ま
す
︒

と
げ
ぬ
き
地
蔵
尊
⾼
岩
寺
に
て

供
養
を
希
望
す
る
⽅
へ

○
当
⽇
ご
来
場
い
た
だ
け
る
⽅
は
︑
受
付
時
間
内
に
供
養
す
る
⻭
な
ど
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
︒

受
付
時
間
以
外
で
は
︑
⾼
岩
寺
で
は
受
け
取
り
出
来
ま
せ
ん
︒

○
当
⽇
ご
来
場
で
き
な
い
場
合
は
︑
⽉
３
⽇(

⽉)

ま
で
に
﹁
保
険
で
よ
い
⻭
を
﹂
東
京
連
絡
会
へ

ご
送
付
く
だ
さ
い
︒
送
料
に
つ
い
て
は
発
送
元
の
ご
負
担
で
お
願
い
し
ま
す
︒

○
ご
供
養
に
は
費
⽤
の
負
担
は
あ
り
ま
せ
ん
︒

○
⻭
・
⼊
れ
⻭
に
つ
い
て
い
る
⾦
属
は
︑
精
錬
・
リ
サ
イ
ク
ル
し
ユ
ニ
セ
フ
な
ど
の
福
祉
団
体
に

寄
付
い
た
し
ま
す
︒

受付
時間
12:00

12:30
〜

新宿区⾼⽥⾺場1-29-8いちご⾼⽥⾺場ビル6F
東京⻭科保険医協会内
☎03-3205-2999 https://www.yoiha.net/

主催：「保険でよい⻭を」東京連絡会

場所：とげぬき地蔵尊⾼岩寺
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